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　国指定重要無形文化財義太夫節保持者（人間国宝）の鶴澤友路師匠が今月

９日に100歳を迎えます。これを記念して今月号の表紙写真は友路師匠と淡

路人形座の座員のみなさんの集合写真を撮影させていただきました。

　友路師匠に淡路人形浄瑠璃を長年にわたって続けてこられた秘訣を聞くと

「妥協するのが嫌いな性格で、とことん芸の道を突き詰めた結果です」と話

してくれました。
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南
あ
わ
じ
市
な
か
よ
し
音
楽
会

▲大きく実った稲を刈り取る学生たち

吉
備
国
際
大
学
で
収
穫
祭
を
開
催

広報 

　

吉
備
国
際
大
学
地
域
創
成
農
学

部
で
10
月
21
日
、
収
穫
祭
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

６
月
に
学
生
た
ち
が
手
で
田
植

え
を
行
っ
た
稲
は
大
き
く
育
ち
、 

た
く
さ
ん
の
穂
が
実
り
ま
し
た
。

こ
の
日
は
学
生
と
教
職
員
ら
約
80

人
が
鎌
を
使
っ
て
一
生
懸
命
収

穫
。
刈
り
取
ら
れ
た
稲
穂
は
稲
わ

ら
を
使
っ
て
束
に
し
て
、
玉
ね
ぎ

小
屋
に
掛
け
て
乾
燥
し
ま
し
た
。

　

収
穫
後
、
大
学
に
戻
り
、
敷
地

内
に
あ
る
ほ
こ
ら
に
刈
り
取
っ
た

稲
穂
を
奉
納
し
て
、
実
り
に
感
謝

か
ら
地
元
産
特
選
米
キ
ヌ
ヒ
カ
リ

の
新
米
３
７
８
㎏
が
寄
贈
さ
れ
て

市
内
小
中
学
校
23
校
の
米
飯
給
食

（
約
４
４
０
０
人
）
で
振
る
舞
わ

れ
ま
し
た
。

　

寄
贈
は
、
食
を
支
え
る
農
業
に

関
心
を
持
っ
て
も
ら
お
う
と
、
食
農

教
育
の
一
環
と
し
て
今
年
で
6
回
目

と
な
り
ま
す
。
10
月
21
日
、
原
口

和
幸
常
務
か
ら
中
田
市
長
に
目
録

が
手
渡
さ
れ
、
28
日
の
給
食
で
子

ど
も
た
ち
に
振
る
舞
わ
れ
ま
し
た
。

　

新
米
を
食
べ
た
子
ど
も
た
ち
は

「
ご
飯
は
大
好
き
。
ふ
ん
わ
り
も
ち

Ｊ
Ａ
あ
わ
じ
島
が
新
米
を
寄
贈

▲山彦カウベルズの皆さんによる演奏

▲練習の成果を発揮し、合唱する子どもたち

▲（上）いきいき百歳体操に取り組む90歳以上のインタビュ
ーを受けた参加者。左から安村やすこさん、坂東政子さん、
広瀬弥生さん、（中、下）参加者全員でいきいき百歳体操を
楽しみました

　

小
学
校
生
活
の
思
い
出
の
一
つ

に
と
ス
タ
ー
ト
し
た
「
南
あ
わ
じ

市
な
か
よ
し
音
楽
会
」。
今
年
も

市
内
17
小
学
校
か
ら
６
年
生
約

４
６
０
人
が
参
加
し
て
11
月
13

日
、
文
化
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

開
会
に
あ
た
り
榎
列
小
学
校
の

野
口
積
校
長
会
長
は
「
こ
れ
ま
で

の
練
習
に
自
信
を
持
っ
て
、
練
習

の
成
果
を
発
揮
し
て
く
だ
さ
い
」

と
あ
い
さ
つ
。
ま
た
「
み
ん
な
で

心
を
一
つ
に
し
て
頑
張
る
こ
と
。

豊
か
な
心
を
育
て
る
た
め
に
し
っ

か
り
と
他
の
グ
ル
ー
プ
の
発
表
を

聞
く
こ
と
」
を
子
ど
も
た
ち
と
約

束
し
ま
し
た
。

　

音
楽
会
で
は
子
ど
も
た
ち
に
よ

る
「
絆
」
や
「
い
の
ち
の
歌
」
な

ど
の
合
唱
と
リ
コ
ー
ダ
ー
や
ピ
ア

ニ
カ
に
よ
る
「
栄
光
の
架
橋
」
や

「
花
は
咲
く
」
な
ど
の
合
奏
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
こ
の
日
は
特
別
演
奏
と
し

て
島
内
で
活
躍
す
る
山
彦
カ
ウ
ベ

ル
ズ
の
み
な
さ
ん
に
よ
る
「
剣
の

舞
」
や
「
大
き
な
古
時
計
」
な
ど

が
演
奏
さ
れ
、
プ
ロ
の
素
晴
ら
し

い
演
奏
に
子
ど
も
た
ち
は
聞
き
入

っ
て
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
会
場
の
子
ど
も
た
ち
と

保
護
者
の
み
ん
な
で「
ふ
る
さ
と
」

を
合
唱
し
て
盛
況
の
う
ち
に
閉
会

し
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
に
と
っ

て
、
ま
た
小
学
校
生
活
の
楽
し
い

思
い
出
が
一
つ
増
え
ま
し
た
。

▲原口和幸常務（右）から中田市長へ目録が
　手渡されました（10月21日）

し
ま
し
た
。

　

ま
た
そ
の
日
の
夜
に
は
、
事
前

に
収
穫
し
た
米
と
大
学
で
育
て
ら

れ
た
カ
ボ
チ
ャ
や
ナ
ス
、
大
豆
な

ど
を
使
っ
て
学
生
た
ち
が
料
理
を

作
り
ま
し
た
。５
、６
人
の
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
て
調
理
ス
タ
ー
ト
。

慣
れ
な
い
調
理
に
苦
戦
し
な
が
ら

も
グ
ラ
タ
ン
や
豚
汁
な
ど
の
料
理

を
作
り
あ
げ
ま
し
た
。
学
生
た
ち

は
各
グ
ル
ー
プ
の
料
理
を
食
べ
比

べ
な
が
ら
、
自
分
た
ち
で
育
て
、

調
理
し
た
料
理
を
美
味
し
そ
う
に

食
べ
て
い
ま
し
た
。

も
ち
し
て
い
て
、
と
て
も
お
い
し
い
」

と
新
米
を
ほ
お
ば
り
笑
顔
で
し
た
。

いきいき百歳体操交流大会

地区 開催場所(1つの地区に複数会場あり)

西淡
松帆、松帆志知川、松帆西路、松帆脇田、湊、津井、
伊毘、阿那賀、丸山、伊加利、志知北

緑 川向、広田上、中田、市場、庄田、土井、山添

三原 小榎列、八木、青木、福永、十一ヶ所、三條、神代、委文

南淡
福良、仁尾、賀集、北阿万、潮美台、阿万、吹上町、
土生、大川、山本、吉野、黒岩、白崎、来川、沼島

　今ある開催場所に直接参加できます。また見学も自由に

行えます。開催の曜日や時間については地域包括支援セン

ター（☎44-3006）までお問い合わせください。

(1)5人以上で週1～2回、3か月以上継続実　

　  施できる。

   （継続しないと効果は出ません）

(2)背もたれ付きの椅子がある

(3)TVとDVD（ビデオ）を見る機材がある

　以下の条件を満たす地域には、地域包括支援セ

ンターから体操用のおもりと体操のDVD（ビデオ）

の貸出と、初めの4回の技術支援にお伺いします。

　※職員が地域に出向き、いきいき百歳体操の体験

　　指導もできます。（介護予防出前講座）

★参加してみたい人

いきいき百歳体操への招待状
★新たな場所で始めたい人

　

地
元
の
お
米
の
お
い
し
さ
を
子

ど
も
た
ち
に
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、

Ｊ
Ａ
あ
わ
じ
島
（
森
紘
一
組
合
長
）

▲寄贈の新米は10月28日に市内小中学校の給食 
　で振る舞われました

　２回目となるいきいき百歳体操交流大会が10月30日、文化体育
館で開催され、29箇所の拠点から約180人が参加しました。
　平成23年にスタートしたこの体操は、高齢者の自主的な介護予
防の取り組みとして地域へ広がっています。現在市内46箇所の拠
点（平成25年11月現在）で約900人の登録者があり、今も拠点は
増えています。
　今回の交流大会は、体操の目的を再確認し、他の拠点の取り組
みを聞いたり交流を図ることで、「これからもお互い頑張って体
操を継続しよう」という気持ちを高めてもらうことを目的に開催
されました。
　交流大会では各拠点の活動報告が行われ「体操だけでなく、み
んなでおしゃべりをしたりして楽しんでいます」「体操を続けるこ
とによって、知らず知らずのうちに効果がでている」「回を重ねる
ごとにみんな若返ってきた」など楽しい様子が報告されました。
　いきいき百歳体操には90歳を超える参加者もいます。この日参
加した人からは「体操のおかげで老人車がなくても歩ける」「体操
でみんなと心がつながりうれしい」と話しました。
　最後に参加者全員でいきいき百歳体操を行い、これからも地
域で体操を継続することで、元気でいきいきした生活を目指すこ
とを確認し合いました。　

～ 「継続は力なり」。みんなで元気にいきいきした生活を目指して続けよう !! ～
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吉
備
国
際
大
学
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

平
成
25
年
12
月
14
日（
土
）12
時

45
分
か
ら
16
時
ま
で
の
間
、吉
備
国

際
大
学
南
あ
わ
じ
志
知
キ
ャ
ン
パ

ス
Ｃ
棟
３
階（
大
講
義
室
）で
第
１

回
吉
備
国
際
大
学「
地（
知
）の
拠
点

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」を
開
催
し
ま
す
。

　

今
回
は
高
梁
キ
ャ
ン
パ
ス
か
ら

も
取
組
代
表
者
が
出
向
き
ま
す
。

皆
様
お
誘
い
あ
わ
せ
の
う
え
、多
数

ご
参
加
く
だ
さ
い
。　

　

本
事
業
は
、吉
備
国
際
大
学
の

「
だ
れ
も
が
役
割
の
あ
る
活
き
い

き
と
し
た
地
域
の
創
成
」と
い
う

テ
ー
マ
で
、平
成
25
年
度
文
部
科

学
省「
地（
知
）の
拠
点
整
備
事
業

（
大
学
Ｃ
Ｏ
Ｃ
事
業
）」に
採
択
さ

れ
た
取
組
事
業
と
な
り
ま
す
。

問
地
域
連
携
セ
ン
タ
ー
南
あ
わ
じ

　

志
知
キ
ャ
ン
パ
ス

　
☎
42
・
４
７
０
８

　

F
　　　　　 　　
42
・
４
８
１
２

　

ゆ
る
キ
ャ
ラ
グ
ラ
ン
プ
リ

２
０
１
３
の
結
果
が
発
表
さ
れ
ま

し
た
。
全
国
か
ら
エ
ン
ト
リ
ー
数

１
５
８
０
体
の
う
ち
南
あ
わ
じ
市

子
育
て
応
援
シ
ン
ボ
ル
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
「
ゆ
め
る
ん
」
が
第
４
９
９

位
に
な
り
ま
し
た
。

　

ち
な
み
に
兵
庫
県
内
で
は
51
体

の
エ
ン
ト
リ
ー
が
あ
り
、
ゆ
め
る

ん
は
第
12
位
で
し
た
。
市
民
の
み

な
さ
ん
の
た
く
さ
ん
の
ご
協
力
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

長
い
投
票
期
間
中
、毎
日
根
気

強
く
投
票
い
た
だ
い
た
り
、散
歩

と
や
感
じ
た
こ
と
を
作
文
に
し
て

４
４
２
点
の
応
募
の
中
か
ら
優
秀
作

品
17
点
が
選
ば
れ
作
文
発
表
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
中
学
生
の
部
で
最

優
秀
賞
の
坂
井
昂
太
さ
ん
は
「
便

利
で
豊
か
に
な
っ
た
反
面
、
人
間

関
係
が
希
薄
に
な
り
つ
つ
あ
る
社

会
で
、
地
域
全
体
で
一
緒
に
楽
し

め
て
参
加
交
流
で
き
る
も
の
を
考

え
て
実
行
す
れ
ば
犯
罪
や
非
行
が

減
っ
て
い
く
」
と
発
表
し
ま
し
た
。

◆
小
学
校
の
部
入
賞
者

▽
最
優
秀
賞 

島
田
侑
奈（
松
帆
小
）

▽
優
秀
賞 

木
下
莉
湖（
福
良
小
）、

中
に
ま
ち
か
ど
で
声
を
か
け
て
も

ら
っ
た
り
、本
当
に
た
く
さ
ん
の

応
援
を
い
た
だ
き
心
か
ら
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
ゆ
め
る
ん
は
、ま
ち

の
子
育
て
を
応
援
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動 

作
文
コ
ン
テ
ス
ト
表
彰
式

ゆ
め
る
ん
、
第
４
９
９
位
！

▲受賞者による作文発表

　

10
月
31
日
に
兵
庫
県
畜
産
共
進

会
が
11
月
２
日
に
兵
庫
県
乳
牛
共

進
会
が
そ
れ
ぞ
れ
淡
路
フ
ァ
ー
ム

パ
ー
ク
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
丘
と
淡

路
島
牧
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

畜
産
共
進
会
に
あ
わ
せ
て
牛
乳

フ
ェ
ア
が
開
催
さ
れ
、牛
乳
の
振
舞

い
の
ほ
か
市
内
の
特
産
品
の
販
売

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
乳
牛
共
進
会
で
も
特
産
品

が
販
売
さ
れ
た
ほ
か
、小
学
生
以
下

の
子
ど
も
を
対
象
に
し
た
絵
画
コ

ン
ク
ー
ル
が
開
催
さ
れ
、牛
の
絵
を

色
鮮
や
か
に
描
い
て
い
ま
し
た
。

◆
兵
庫
県
畜
産
共
進
会
成
績

◆
最
優
秀
賞
▽
種
牛
の
部
４
席
＝

あ
ゆ
み
２
の
６
（
仲
岡
建
太
郎
・

市
）、▽
肉
牛
の
部
５
席
＝
丸
男
（
藤

江
佳
司
・
八
木
）

◆
優
秀
賞
▽
種
牛
の
部
２
席
＝
み

や
ひ
め
７
（
河
渕
正
晃
・
倭
文
）

◆
兵
庫
県
乳
牛
共
進
会
成
績

◆
名
誉
賞
▽
７
部
＝
０
Ｆ
Ｊ　

メ

リ
ー　

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ヨ
ン
（
出

口
順
也
・
志
知
）

◆
優
秀
賞
▽
２
部
＝
Ｈ
Ａ
Ｉ　

エ

レ
ガ
ン
ト　

ス
ト
ー
ク 

ビ
ー
コ
ン

カ
リ
ー
Ｅ
Ｔ
（
淡
路
農
業
技
術
セ

ン
タ
ー
・
八
木
）

◆
優
等
賞
（
１
席
の
み
）
▽
１
部

＝
ア
バ
ン
ギ
ヤ
ル
ド　

ラ
バ
ン
ガ
ー

ド　

シ
エ
リ
ル
（
出
口
順
也
・
志

知
）、
▽
３
部
＝
０
Ｆ
Ｊ　

メ
リ
ー

　

ダ
イ
レ
ク
シ
ヨ
ン
（
０
Ｆ
Ｊ
シ
ン

ジ
ケ
ー
ト
・
北
阿
万
）、
▽
５
部
＝

バ
ド
ジ
ヨ
ン　

Ｊ
Ｋ　

エ
ス
カ
レ
ー

ド　

ス
プ
リ
ン
グ
サ
ン　

 
シ
ー

（
山
口
貴
士
・
北
阿
万
）、
▽
６
部

＝
ピ
ツ
ク
ア
ー
フ
ア
ー
ム　

キ
ダ

ノ
シ
ド　

ダ
ー
（
木
田
有
・
北
阿

万
）、
▽
10
部
＝
Ｏ
Ｆ
Ｊ　

ス
タ
ー

　

パ
ツ
シ
ヨ
ン
（
０
Ｆ
Ｊ
シ
ン
ジ

ケ
ー
ト
・
北
阿
万
）

兵
庫
県
畜
産
・
乳
牛
共
進
会
を
開
催

▲審査委員長から講評を受ける優等牛

▲県内各地から大勢の人が集まりました

　ふるさと南あわじ応援寄附金
寄附状況の公表　　　　             （11月１6 日現在）

区分 件数 金額
南あわじ市内 419件 58,886,719円

市外（島内） 59件 11,351,000円

市外（島外） 273件 32,029,940円

合計 751件 102,267,659円

詳細は市のホームページで掲載しています

　

ご
寄
附
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
納
税

地
域
活
性
化
に
向
け
た
活
発
な
取
り
組
み

　

10
月
24
日
に
近
畿
港
湾
協
議
会
の

意
見
交
換
会
が
開
催
さ
れ
、本
年
度

は
７
月
の
役
員
改
選
で
矢
田
神
戸
市

長
さ
ん（
当
時
）か
ら
の
依
頼
も
あ
り

近
畿
港
湾
協
議
会
会
長
と
し
て
出

席
し
て
き
ま
し
た
。会
議
で
は
近
畿

の
市
町
長
、衆
・
参
両
議
院
議
員
30
名

の
先
生
方
と
近
畿
地
区
港
湾
の
整
備

振
興
に
つ
い
て
の
意
見
交
換
を
行
い

ま
し
た
が
、そ
の
中
で
会
長
と
し
て

近
畿
港
湾
全
般
に
対
す
る
要
望
や
意

見
を
述
べ
る
と
と
も
に
、特
に
南
あ

わ
じ
市
長
と
し
て
の
立
場
か
ら
港
湾

で
あ
り
ま
す
福
良
港
、阿
万
港
、ま
た

漁
港
で
は
あ
り
ま
す
が
、沼
島
漁
港

等
へ
の
防
災
・
減
災
対
策
の
推
進
を

強
く
要
請
し
て
き
ま
し
た
。勿
論
、要

請
・
要
望
す
る
だ
け
で
は
な
く
、自
ら

も
知
恵
を
絞
り
、努
力
す
る
こ
と
で

一
つ
ひ
と
つ
の
施
策
を
実
現
さ
せ
、積

み
上
げ
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

地
域
活
性
化
に
つ
い
て
も
同
様
に

知
恵
を
絞
り
、工
夫
を
積
み
上
げ
て

い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。10
月
に
鳥

取
県
で
行
わ
れ
た「
と
っ
と
り
バ
ー

ガ
ー
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
３
」の「
全
国
ご

当
地
バ
ー
ガ
ー
グ
ラ
ン
プ
リ
」で
22

道
府
県
か
ら
37
店
が
出
店
す
る
な

か
、地
元
産
食
材
に
こ
だ
わ
っ
た「
あ

わ
じ
島
オ
ニ
オ
ン
ビ
ー
フ
バ
ー
ガ
ー
」

が
工
夫
を
積
み
重
ね
悲
願
の
全
国
１

位
に
輝
き
ま
し
た
。淡
路
島
・
南
あ
わ

じ
市
に
お
い
し
い
も
の
が
沢
山
あ
る

と
い
う
こ
と
を
広
く
Ｐ
Ｒ
で
き
た
と

感
謝
し
て
い
ま
す
。６
次
産
業
化
の

象
徴
と
言
え
る
日
本
一
の
バ
ー
ガ
ー

を
全
国
か
ら
味
わ
い
に
来
て
い
た
だ

け
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

じ
市
だ
け
で
は
な
く
、淡
路
島
全
体
、

兵
庫
県
、徳
島
県
と
も
一
体
と
な
っ
て

登
録
運
動
を
盛
り
上
げ
て
行
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

先
日
、９
月
に
行
わ
れ
た
淡
路
島

ロ
ン
グ
ラ
イ
ド
１
５
０
の
参
加
者

２
０
０
０
人
の
ア
ン
ケ
ー
ト
が
ま
と

ま
り
ま
し
た
。集
計
結
果
で
は
、エ
イ

ド
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
や
沿
道
で
の
暖
か

い
声
援
や
お
も
て
な
し
に
つ
い
て
の

評
価
が
大
変
高
く
、次
回
も
連
続
し

て
参
加
し
た
い
と
の
回
答
が
数
多
く

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。南
あ
わ
じ

の
皆
さ
ん
の
温
か
い
お
も
て
な
し
や

ふ
る
さ
と
資
源
に
触
れ
、素
晴
ら
し

さ
を
実
感
さ
れ
た
方
々
が
リ
ピ
ー

タ
ー
と
な
っ
て
再
び
南
あ
わ
じ
を
訪

れ
て
い
た
だ
く
。こ
の
サ
イ
ク
ル
が
交

流
人
口
の
増
大
に
繋
が
り
、地
域
の

活
性
化
に
繋
が
っ
て
い
く
こ
と
は
間

違
い
あ
り
ま
せ
ん
。あ
わ
じ
島
オ
ニ

オ
ン
ビ
ー
フ
バ
ー
ガ
ー
や
鳴
門
の
う

ず
潮
、こ
れ
か
ら
旬
の
時
期
を
迎
え

る
淡
路
島
3
年
と
ら
ふ
ぐ
な
ど
が

南
あ
わ
じ
を
訪
れ
て
い
た
だ
く
き
っ

か
け
に
な
る
で
し
ょ
う
。

　

今
後
も
地
域
活
性
化
の
た
め
の
取

り
組
み
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
き

ま
す
。市
民
の
皆
さ
ん
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、地
域
の
活
性
化
に
向
け
た

施
策
へ
の
ご
理
解
、ご
協
力
を
い
た
だ

き
、と
も
に
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

ま
た
、世
界
遺
産
登
録
を
目
指
し

て
お
り
ま
す
鳴
門
の
う
ず
潮
に
つ
き

ま
し
て
は
、地
域
を
あ
げ
て
世
界
遺

産
登
録
運
動
を
進
め
よ
う
と
淡
路

島
内
の
住
民
や
企
業
に
参
加
を
募
る

形
式
の
団
体
が
来
春
発
足
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。こ
の
よ
う
な
市
民

レ
ベ
ル
で
の
運
動
の
盛
り
上
が
り
は
、

大
変
有
り
難
い
こ
と
で
す
。南
あ
わ

▲近畿港湾協議会の意見交換会で挨拶
する中田市長

プログラム（※各 15 分）

　・高齢者の「健康づくり・介護予防」への取り組みを通じた地域貢献 （佐藤 三矢 准教授）
　・吉備国際大学における園芸療法およびワークシェアリングプロジェクトの取り組み （三宅 優紀 講師）
　・『地域の子育て支援活動を通じた質の高い保育者養成 』（寺見 章 教授）
　・品種改良と地域創成（谷坂 隆俊 教授）
　・健康増進に好ましい南あわじ産野菜を利用した食品と化粧品の販売計画（金沢 和樹 教授）
　・米国におけるコープ教育（加古 敏之 教授）

　

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
の
作

文
コ
ン
テ
ス
ト
表
彰
式
が
11
月
９
日
、

三
原
公
民
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

市
内
の
児
童
生
徒
が
日
頃
の

家
庭
や
学
校
生
活
で
体
験
し
た
こ

▽
優
秀
賞 

山
野
珠
菜
（
倭
文
小
）

▽
佳
作 

近
藤
建
心
（
北
阿
万
小
）、

山
口
琴
美
（
三
原
志
知
小
）、
豊
原 

沙
也
加
（
三
原
志
知
小
）、
小
森
羽

純（
倭
文
小
）、山
口
純
奈（
八
木
小
）

▽
特
別
賞 

艾
原
壱
盛（
倭
文
小
）

◆
中
学
校
の
部
入
賞
者

▽
最
優
秀
賞 

坂
井
昂
太（
三
原
中
）

▽
優
秀
賞 

橋
本
　
静（
倭
文
中
）

▽
優
秀
賞 

萩
上
理
紗
子（
西
淡
中
）

▽
佳
作 

五
十
里 

都
咲（
三
原
中
）、

井
上
昂
祐（
西
淡
中
）、福
田
　
葵

（
三
原
中
）、仲
村
祐
花（
南
淡
中
）、

▽
特
別
賞 

中
村
　
雅（
三
原
中
）

投票
ありがとう
ございました!
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今月の納税

国民健康保険税…【６期】
納期限　12月２５日(水)

《納期内に忘れず納付しましょう》

問税務課☎43-5022、収税課☎43-5034

　市税が定められた納期限までに納付が無いことを
滞納といいます。滞納すると、まず督促状を送付します。
　督促状送付後も、なお納付のない場合には、文書催
告や電話催告をすることとなります。
　また、納期限までに納められた人との公平性を保つ
ために、延滞金が納期限の翌日から計算され加算され
ます。
　納付催告を行っても、納付及び納付相談が無い場
合、滞納処分を執行することとなります。滞納処分とは
納税の義務がある人の財産（不動産、動産、預貯金、給
与、売掛金など）を差押え、換価して滞納している税金
に充当することです。
　滞納処分は法律に定められており、本人の意思とは
関係なく強制執行されます。

滞納すると・・・

◆便利な口座振替をご利用ください！

－口座振替のメリット－
　　便利…納期ごとに金融機関や市役所の窓口等
　　　　　に行く必要がなく便利です。
　　安心…お金を持ち歩く必要がないので安心です。

　　確実…指定口座から自動的に払い込まれるの
　　　　 で、納め忘れがなく確実です。

★申し込み手続きは、とても簡単！

　口座振替の依頼書は、市役所各窓口及び市内の各金

融機関にありますので、預貯金通帳と届出印を持参の

上、手続きをしてください。

市議会議員18人決まる

中
なかむら

村三
み

千
ち

雄
お

（77）
無所属・灘

川
かわかみ

上　命
まこと

（76）
無所属・伊加利

阿
あ

部
べ

計
けいいち

一（76）
無所属・阿万

登
のぼり

里
ざと

伸
しんいち

一（74）
無所属・津井

北
きたむら

村利
とし

夫
お

（72）
民主党・福良

砂
すな

田
だ

杲
こうよう

洋（68）
無所属・神代

柏
かしわぎ

木　剛
つよし

（68）
無所属・八木

森
もりかみ

上祐
ゆう

治
じ

（67）
無所属・阿万

印
いん

部
べ

久
ひさのぶ

信（67）
無所属・賀集

長
おさふね

舩吉
よしひろ

博（64）
無所属・福良

廣
ひろうち

内孝
こう

次
じ

（63）
無所属・榎列

木
き

場
ば

　徹
とおる

（63）
無所属・阿那賀

吉
よし

田
だ

良
よし

子
こ

（63）
日本共産党・市

小
こ

島
じま

　一
はじめ

（60）
無所属・広田

谷
たにぐち

口博
ひろふみ

文（59）
無所属・松帆

原
はらぐち

口育
いく

大
お

（58）
無所属・市

熊
くま

田
だ

　司
つかさ

（56）
公明党・市

蛭
えび

子
す

智
とも

彦
ひこ

（56）
日本共産党・松帆

当日有権者数 41,416人

投票者総数 30,001人

投票率 72.44％

市議会議員選挙の結果

　10月27日、任期満了に伴う南あわじ市議会議員選挙が行われ、次の方々が当選し、

11 月 19 日の臨時議会で議長に小島ー氏、副議長に熊田司氏が選ばれました。

技
能
功
労
者
表
彰

自
衛
官
募
集
相
談
員
に
委
嘱
状
交
付

　

永
年
優
れ
た
技
能
で
、
地
域
社
会

の
発
展
に
貢
献
し
た
人
の
功
績
を
讃

え
る
「
南
あ
わ
じ
市
技
能
功
労
者

表
彰
式
」
が
勤
労
感
謝
の
日
（
11
月

23
日
）、
三
原
市
民
セ
ン
タ
ー
市
民

ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
、
次
の
14
人
に
市

長
か
ら
表
彰
盾
と
と
も
に
お
祝
い
の

言
葉
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。　
　
　

　
　
　
　
　
（
順
不
同
、
敬
称
略
）

正
木
賢
太
郎
（
神
代
、
大
工
）

別
所
　
雅
和
（
市
、
大
工
）

山
岡
　
充
明
（
賀
集
、
左
官
）

岡
本
　
栄
司
（
阿
万
、
建
具
職
）

加
野
　
智
久
（
賀
集
、
建
具
職
）

船
越
　
興
藏
（
市
、
理
容
師
）

吉
川
　
秀
之
（
湊
、
理
容
師
）

　

こ
の
制
度
は
、
自
衛
官
募
集
に

つ
い
て
の
広
報
宣
伝
活
動
の
事
務

を
担
い
ま
す
。

◆
自
衛
官
募
集
相
談
員

　

出
田　

裕
重
（
阿　

万
）

　

岡
田　

功
三
（
松　

帆
）

　

川
野　

四
朗
（
福　

良
）

　

谷
口　

博
文
（
松　

帆
）

　

中
島　

義
晴
（
広　

田
）

　

眞
野　

正
治
（
榎　

列
）

　

山
下　
　

登
（
賀　

集
）

　
　
　
　
　

※
順
不
同
、
敬
称
略

▲委嘱を受ける山下さん

【
滞
納
処
分
の
流
れ
】

納
期
限

催
告
書

差　

押
土地・建物、預貯金、生命保険、勤務
先から支給される給与など

10月中旬に対
象者に発送

督
促
状

換　

価

平成24年度島内３市における滞納処分の実績

区分 件数
差押 1,915

捜索 23

公売 20

タイヤロック 14

　「タイヤロック」が装着されると、バイクは

運行不能になります。未納の税金と延滞金の

納税がないと解除できません。

※捜索とは滞納者の住居や事務所などに強制

　的に立ち入り、差押財産の発見または搬出

　などを行うこと

　南あわじ市と島内２市及び洲本県税事務所では、12 月を全島

一斉税の徴収強化月間として、税負担の公平性を確保するため

「ストップ滞納 !!」をスローガンに掲げ、財産の差押・自動車の

タイヤロックの実施など滞納対策を強化します。

　南あわじ市が昨年度に実施した財産の差押件数は、給与等の

債権、動産等をあわせて416 件にのぼります。また、差押えた

動産をインターネット公売により換価（税金に充てる）しています。

　納税をお忘れの人は至急納付してください。なお、一度に納税

が困難な人は、収税課（☎ 43-5034）へ早急に相談ください。

～ 今年の納税はお済ですか？ ～
岡
　
　
光
　

一
　（
松
帆
、自
動
車
整
備
士
）

川
端
　
章
弘
（
阿
万
、自
動
車
整
備
士
）

山
下
　
修
右
（
市
、
溶
接
工
）

谷
川
　
茂
廣
（
阿
万
、
電
気
工
事
士
）

古
川
　
義
昭
（
榎
列
、
電
気
工
事
士
）

小
坂
　
忠
司
（
松
帆
、
製
瓦
職
）

赤
松
　
宏
員
（
広
田
、歯
科
技
工
士
）

▲淡路いぶし瓦で作られた表彰盾が
　贈られました

　

自
衛
官
募
集
相
談
員
委
嘱
式
が

11
月
14
日
、
市
役
所
中
央
庁
舎
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
今
回
市
内
在
住

の
7
人
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

任期
平成25年11月11日～

平成29年11月10日

※年齢順・敬称略
年齢は11月11日現在

ストップ滞納 !!ストップ滞納 !!
　税の徴収強化月間スタート!　税の徴収強化月間スタート!
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　皆さんが納める税金や国・県からの補助金は、

さまざまな形で使われています。これらがどのくら

い納められ、どう使われているのか、９月30日時

点の財政状況をお知らせします。詳しくは、ホーム

ページ又は各庁舎にあります「南あわじ市の財政

状況 平成25年度中間報告」をご覧ください。 　 

　問財政課☎50-3033

一般会計
予算現額 279 億 4,778 万円

・・・道路や学校などの整備をはじめ、福祉や教育、消防などの市政の基本となる事業を行う会計

区　分 予算現額 収入済額 収入率 支出済額 支出率
国民健康保険 64億2,802万円 27億1,371万円 42.2％ 32億5,201万円 50.6％

後期高齢者医療 12億3,715万円 2億19万円 16.2％ 5億1,559万円 41.7％

介護保険 45億6,950万円 18億6,169万円 40.7％ 18億6,614万円 40.8％

訪問看護事業 4,293万円 1,072万円 25.0％ 1,991万円 46.4％

土地開発事業 8,881万円   2,290万円 25.8％ 　　75万円   0.8％

産業廃棄物最終処分事業 9,030万円 1億4,363万円 159.0％ 3,396万円 37.6％

ケーブルテレビ事業 4億1,250万円 2億7,926万円 67.7％ 9,102万円 22.1％

特別会計

企業会計

･･･国民健康保険や介護保険、ケーブルテレビなど、特定の歳入で特定の事業を行う会計

･･･企業と同じような経理をする会計

公共施設

施設名 休業日
市役所・診療所・公民館

28日(土)～５日(日)※戸籍の届出関係は、総合窓口セ
ンターで受付け（預かり等）します

火葬場 １日(水)～３日(金)

産業廃棄物処分場 28日(土)～５日(日)

子育て学習・支援センター 28日(土)～５日(日)

図書館（図書室） 27日(金)～４日(土)

淡路人形浄瑠璃資料館 27日(金)～４日(土)

玉青館 28日(土)～６日(月)

慶野松原荘 24日(火)～27日(金)

うずの丘大鳴門橋記念館 18日(水)～27日(金)

淡路人形座 26日(木)～31日(火)

道の駅うずしお・鳴門みさき荘 未定(工事予定)

海釣り公園メガフロート 29日(日)～３日(金)

丸山海釣り公園 29日(日)～３日(金)

魚彩館
30日(月)～４日(土)
※30日(月)＝正午まで営業
※５日(日)＝10:00～営業

湯の川荘 28日(土)～５日(日)

伊加利ディサービスセンター 28日(土)～５日(日)

体育館・スポーツセンター 29日(日)～３日(金)

さんさんネット 28日(土)～５日(日)

消費生活センター 28日(土)～５日(日)

温泉

施設名 営業時間

ゆとりっく 31日(火)＝10:00～22:30
１日(水)～３日(金)＝13:00～21:30

さんゆ～館 31日(火)＝10:00～翌日2:00
１日(水)～３日(金)＝7:00～22:30

ゆーぷる 28日(土)～５日(日)＝10:00～24:00

プール＆フィットネス

施設名 休業日

ゆとりっく 29日(日)～３日(金)

サンプール 29日(日)～４日(土)
※28日(土)はスクールのみ開校

◉可燃ゴミ

◉粗大ゴミ・資源ゴミ

淡路広域行政粗大ごみ処理場（奥畑処理場）☎24-1676
●休業日＝31日（火）～５日（日）
●臨時開場日＝28日(土）、29日（日）９：00～16：30
　　　　　　　30日（月）９：00～正午

96億5,000万円

56億2,038万円

44億9,520万円

25億6,693万円

22億4,103万円

6億9,474万円

6億545万円

1億2,046万円

6億9,196万円

12億6,163万円

【歳入】　収入済額129億3,476万円 【歳出】　支出済額103億8,476万円
( 予算現額 ) ( 予算現額 )

64億9,140万円

42億9,285万円

41億9,204万円

22億6,843万円

24億3,272万円

35億1,876万円

22億4,201万円

10億8,680万円

6億5,146万円

7億7,131万円

【地方交付税】 67億 6,997万円（70.2%)67億 6,997万円（70.2%)

32億 7,174万円（58.2%)

0 万円（0.0%)

7 億 5,519万円（29.4%)

2 億 1,596万円（9.6%)

0 円（0.0%)

3 億 6,034万円（52.1%)

2 億 6,454万円（43.7%)

3,458 万円（70.2%)

12億 6,244万円（100.1%)

19億 9,716万円（30.8%)

19億 2,430万円（45.9%)

17億 6,107万円（41.0%)

15億 7,444万円（44.7%)

5 億 8,259万円（23.9%)

9 億 216万円（39.8%)

6 億 4,448万円（28.7%)

4 億 7,078万円（43.3%)

3 億 2,174万円（49.4%)

2 億 604万円（26.7%)

19億 9,716万円（30.8%)

19億 2,430万円（45.9%)

17億 6,107万円（41.0%)

15億 7,444万円（44.7%)

5 億 8,259万円（23.9%)

9 億 216万円（39.8%)

6 億 4,448万円（28.7%)

4 億 7,078万円（43.3%)

3 億 2,174万円（49.4%)

2 億 604万円（26.7%)

32億 7,174万円（58.2%)

0 円（0.0%)

7 億 5,519万円（29.4%)

2 億 1,596万円（9.6%)

0 円（0.0%)

3 億 6,034万円（52.1%)

2 億 6,454万円（43.7%)

3,458 万円（28.7%)

12億 6,244万円（100.1%)

【市税】

【市債】

【国庫支出金】

【県支出金】

【繰入金】

【使用料・手数料】

【分担金・負担金】

【諸収入】

【その他】

【地方交付税】

【市税】

【市債】

【国庫支出金】

【県支出金】

【繰入金】

【使用料・手数料】

【分担金・負担金】

【諸収入】

【その他】

【民生費】

【総務費】

【公債費】

【教育費】

【土木費】

【衛生費】

【消防費】

【商工費】

【その他】

【民生費】

【総務費】

【公債費】

【教育費】

【土木費】

【衛生費】

【消防費】

【商工費】

【その他】

【農林水産業費】【農林水産業費】

平成25年度上半期
（平成25年４月１日～９月30日）

予算現額 執行済額

区　分
収　入 支　出

予算現額 執行額 収入率 予算現額 執行額 支出率

　下水道事業
収益的 20億7,127万円 13億3,760万円 64.6% 23億663万円 4億8,516万円 21.0%

資本的 25億1,983万円 8,230万円 3.3% 35億4,666万円 9億9,445万円 28.0%

　国民宿舎事業
収益的 4億4,040万円 2億1,811万円 49.5% 4億3,924万円 2億564万円 46.8%

資本的 1万円 0円 0.0% 878万円 0円 0.0%

　農業共済事業 収益的 4億4,833万円 8,557万円 19.1% 4億4,833万円 1億45万円 22.4%

市の財政状況

松井開発運輸株式会社
「安心・安全・信頼」の解体工事はお任せください！！

南あわじ市湊１３５４　ＴＥＬ 0799-36-5078

お気軽に
ご相談を…
※お見積もりは無料です

検 索

～　夢を創るお手伝い　～

区分 南あわじ市全域

場所 中央リサイクルセンター（榎列上幡多）☎43-3200

業務時間 （月～金）９：00～16：00、（土・日）休み
※毎月第２日曜日は９：00～16：00

休業日 28日（土）～５日（日）

区分 緑地域から持込み 西淡・三原・南淡地域から持込み

場所 やまなみ苑（広田広田）☎45-0534 清掃センター（八木寺内）☎42-1356

休業日 １日（水）～５日（日）まで休み
※28日（土）～31日（火）は、8:30～16:30開業

１日（水）～５日（日）まで休み
※30日（月）は8:30～16:30、31日(火)は8：30～正午まで開業

注意事項

❶市指定のゴミ袋を使用して持込んでも、「手数料」が必要です　　
❷家具などの粗大ゴミは、金属・ガラスなどの不燃物を取り外してから持込んでください
❸必ず時間内での持込みをお願いします
❹持込みに際して道路上にゴミが飛び散らないよう、荷台にシート掛けなどの処置をしてください
❺農業用資材や家屋解体物、産業廃棄物は受入れができません

年末年始業務案内年末年始業務案内
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市 
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局 
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を 
確 
か 
め 
て   

お 
か 
け 
く 
だ 
さ 
い   

広報  

2013.12.1発行

南あわじ市役所
総合窓口センター
　緑　庁舎☎44-3001
　西淡庁舎☎37-3011
　三原庁舎☎43-5021
　南淡庁舎☎50-3031

【中央庁舎】
議会事務局☎43-5005
市長公室☎43-5002
総務部
　総務課☎43-5001
　防災課☎43-5006
　情報課☎43-5003
　　さんさんネット☎43-2345
選挙管理委員会事務局☎43-5004

【緑庁舎】
健康福祉部
　福祉課☎44-3002
　長寿福祉課☎44-3005
　保険課☎44-3003
　健康課☎44-3004
　少子対策課☎44-3040

【西淡庁舎】
産業振興部
　商工観光課☎37-3012
　企業誘致課☎37-3046
　水産振興課☎37-3013
都市整備部
　管理課☎37-3014
　建設課☎37-3015
　都市計画課☎37-3016
教育委員会（教育部）
　教育総務課☎37-3017
　学校教育課☎37-3018
　人権教育課☎37-3019
　生涯学習文化振興課☎37-3020

【三原庁舎】
市民生活部
　市民課☎43-5023
　税務課☎43-5022
　収税課☎43-5034
　生活環境課☎43-5024
農業振興部
　農林振興課☎43-5025
　農地整備課☎43-5026
　地籍調査課☎43-5027
　農業共済課☎42-6210
農業委員会事務局☎43-5029

【南淡庁舎】
財務部
　財政課☎50-3033
　管財課☎50-3034
下水道部
　企業経営課☎50-3036
　下水道課☎50-3039
会計課☎50-3040
監査委員事務局☎50-3050

さんさんネット １２月番組の見どころ

さんさんニュース　
　◆放送は、午前７時、正午、午後７時、午後10 時、 深夜０時　　　
　※毎週火曜、金曜日の午後７時に更新

・アジア国際子ども映画祭
・第18回 南淡路だんじり唄交流会
・第13回 全国人形芝居サミット＆フェスティバル
・北阿万保育所「劇団 風の子」 鑑賞会～音の芽プロジェクト～　

いきいきライフ　◆放送は、午前８時、午後２時、午後８時　
※毎週金曜日の午後８時に更新

・平成25年度 南あわじ市健康大学講座より
　『糖尿病～糖尿病は国民病か～』柴田診療所 柴田亮平医師

企画番組　◆放送は、午前９時、午後１時、午後６時、午後９時
　※毎週金曜日の午後 9 時に更新

・南あわじ食と文化の市民まつり①②③〔全３回〕
・ふれあいコンサート「マリンバデュオ」～音の芽プロジェクト～

※
放
送
予
定
内
容
は
変
更
の
場
合
が
あ
り
ま
す
。予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

番
組
へ
の
ご
意
見
・
ご
要
望
・
取
材
依
頼
な
ど
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　 クルマのメンテナンスは車検だけでいいの？

クルマのメンテナンスは、黄色い看板の認証工場まで！

　 兵庫県自動車整備振興会 南あわじブロック

大
切
な

家
族
や
地
球
を

守
る
た
め
に

日
常
点
検
や

定
期
点
検
が

必
要
で
す
。

　

第51回市議会定例会
本会議

日程 内容

12月２日（月）
❶専決処分の承認❷条例案上程
❸一般会計、特別会計補正予算案
上程❹その他の案件上程

６日（金）一般質問

９日（月）一般質問

10日（火）❶一般質問❷追加議案上程

11日（水）予備日

18日（水）付託案件委員会審査報告・表決

委員会
日程 委員会

12月12日（木）総務建設常任委員会

16日（月）産業厚生常任委員会

■議会は中央庁舎３階の議場で傍聴で
きます。

　  議 会

　問議会事務局☎ 43-5005

時間：午前10時～

12月日程

時間：午前10時～

■インターネットに
よる動画中継、テ
レ ビ モ ニ タ ー 中
継（各庁舎ロビー、
公民館）を行って
います。ご利用く
ださい。

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
方
法
と
し
て

　

平
成
26
年
4
月
末
の
口
座
振

替
分
よ
り
、割
引
額
の
よ
り
大

き
な
２
年
前
納
が
ご
利
用
い
た

だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

【
２
年
前
納（
口
座
振
替
）の
メ

リ
ッ
ト
】

◆
メ
リ
ッ
ト
１

２
年
間
で
１
万
４
千
円
程
度
の

割
引
と
な
り
ま
す
。

◆
メ
リ
ッ
ト
２

２
年
前
納
分
の
全
額
が
そ
の
年

の
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と

な
り
ま
す
。

◆
メ
リ
ッ
ト
３

口
座
振
替
を
ご
利
用
す
る
こ
と

に
よ
り
、納
め
忘
れ
を
防
ぐ
こ

と
が
で
き
ま
す
。

※
２
年
前
納
は
口
座
振
替
の
み

ご
利
用
が
可
能
で
す
。

※
平
成
26
・
27
年
度
の
2
年
前

納
申
込
期
限
は
2
月
末
で
す
。

（
受
付
開
始
は
1
月
下
旬
予
定
）

　

問
明
石
年
金
事
務
所

　

☎
０
７
８
・
９
１
２
・
４
９
８
０

　
市
・
県
民
税
の
特
別
徴
収
に
つ
い
て

　

兵
庫
県
と
県
内
全
て
の
市

町
は
連
携
し
て
個
人
住
民
税

（
市
・
県
民
税
）
の
特
別
徴
収

を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

特
別
徴
収
と
は
、
事
業
主
が

従
業
員
の
毎
月
の
給
与
か
ら
個

人
住
民
税
を
天
引
き
し
、
市
町

に
納
入
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

特
別
徴
収
の
メ
リ
ッ
ト

❶
年
４
回
で
納
め
る
普
通
徴
収

に
比
べ
て
、
毎
月
の
給
与
天

引
き
（
年
12
回
払
い
）
に
な

る
の
で
、
従
業
員
に
と
っ
て

１
回
当
た
り
の
納
税
額
が

少
な
く
な
る
。

❷
従
業
員
が
市
役
所
窓
口
や
金

融
機
関
に
出
向
く
手
間
が

な
く
な
る
。

❸
納
付
を
忘
れ
る
こ
と
が
な
く

な
る
。

◆
従
業
員
の
人
に
と
っ
て
も
、

メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
の
で
、

特
別
徴
収
に
つ
い
て
、
事
業
主

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

問
税
務
課
☎
43
・
５
０
２
２

２
年
前
納
（
口
座
振
替
）
が
は
じ
ま
り
ま
す
！

　
国
民
健
康
保
険
証
を
12
月
１
日
に
更
新
し
ま
す

　

国
民
健
康
保
険
証（
短
期
証

及
び
資
格
証
明
書
含
む
）は
、11

月
30
日
で
有
効
期
限
が
切
れ
て

い
ま
す
。新
し
い
保
険
証
を
11

月
下
旬
に
郵
送（
簡
易
書
留
）し

て
お
り
ま
す
の
で
、12
月
１
日
か

ら
は
必
ず
新
し
い
保
険
証
で
受

診
し
て
く
だ
さ
い
。

　

お
手
元
に
届
い
て
な
い
場
合

は
、総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー
ま
で
受

け
取
り
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

お
越
し
に
な
れ
な
い
場
合
は
、

連
絡
を
い
た
だ
け
れ
ば
再
度
郵

送
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

期
限
切
れ
保
険
証
の
返
却
先

　

総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー
・
支
所
・

出
張
所
・
連
絡
所

保
険
税
を
滞
納
し
て
い
る
人 

　

期
間
の
短
い
保
険
証
（
短
期

証
）
ま
た
は
、
資
格
証
明
書
を

交
付
し
て
い
ま
す
。

※
資
格
証
明
書
が
交
付
さ
れ
て

い
る
人
で
、
保
険
税
を
納
付

で
き
な
い
特
別
の
事
情
が
あ

る
場
合
は
、
保
険
課
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
短
期
証
が

交
付
さ
れ
る
場
合
が
あ
り

ま
す

保
険
税
、一
部
負
担
金
の
減
免

　

災
害
等
の
特
別
な
事
情
が
あ

る
と
認
め
ら
れ
た
場
合
、
保
険

税
や
医
療
機
関
等
で
の
自
己
負

担
金
の
減
免
等
が
受
け
ら
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
保
険
課
・

税
務
課
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

問
保
険
課
☎
44
・
３
０
０
３

　

税
務
課
☎
43
・
５
０
２
２

　
 
    記帳・帳簿等の保存制度の対象者が拡大されます
平成26年1月から

　記帳・帳簿等の保存制度や記帳の内容の詳細は、国税ホームページ（http：//www.nta.go.jp)に掲載

されていますので、ご覧ください。　詳しくは、洲本税務署（ ☎24・1212 ）までお問い合わせください。

　事業所得等を有する白色申告の人に対する現行の記帳・帳簿等の保存制度について、　
平成２６年１月から対象となる人が拡大されます。

　 「
Ｇ
Ｅ
Ｎ
Ｋ
Ｉ
応
援
振
興
券
」の
有
効
期
限
に
注
意
！

有
効
期
限

12
月
31
日
（
火
）
ま
で

　

６
月
に
販
売
し
ま
し
た
南
あ

わ
じ
市
「
Ｇ
Ｅ
Ｎ
Ｋ
Ｉ
応
援
振

興
券
」
の
有
効
期
限
が
迫
っ
て

い
ま
す
。

　

期
限
を
過
ぎ
る
と
使
用
で

き
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
お

早
め
に
ご
使
用
く
だ
さ
い
。

問
商
工
観
光
課
☎
37
・
３
０
１
２

下
水
道
に
接
続
し
ま
し
ょ
う
！

　

市
内
の
下
水
道
整
備
率
は
現
在

80
％
を
超
え
て
お
り
、
下
水
道
が

整
備
さ
れ
た
地
域
で
の
接
続
世
帯

は
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
が
、
接

続
が
ま
だ
の
ご
家
庭
は
早
め
に
下

水
道
へ
の
接
続
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

　

市
で
は
、 

市
民
の
負
担
を
少
し

で
も
軽
減
で
き
る
よ
う
早
期
接

続
者
奨
励
金
制
度
や
利
子
補

給
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
企
業
経
営
課
ま
で
。

問
企
業
経
営
課
☎
50
・
３
０
３
６
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　　　 みなさんのお役に立ちます
　　○植木剪定　　○大工・左官仕事　　○農作業　　○除草・草刈　　○軽作業

　　○施設管理　　○清掃　　○毛筆筆耕　　○家事手伝い（掃除・洗濯・食事支度）など

　　 お気軽にお電話下さい           どんな仕事でもご相談下さい         

　（公社）南あわじ市シルバー人材センター
　　〒 656-0478　南あわじ市市福永 358-1（三原庁舎内）
　　TEL ／ 0799-42-5339　　FAX ／ 0799-42-6044

広田事業所　TEL ／ 0799-45-0012

福良事業所　TEL ／ 0799-52-0070

西 淡 窓 口　TEL ／ 0799-36-2083

会　員
募集中

★
大
会
結
果
は
、情
報
課
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。☎
43
・
５
０
０
３
F 

43
・
５
１
０
３
、市
大
会
規
模
以
上

※
大
会
結
果
は
大
会
主
催
者
側
か
ら
の
情
報
提
供
に
基
づ
き
、作
成
し
て
お
り
ま
す

◆
ふ
れ
あ
い
卓
球
大
会

　
（
10
月
20
日
・
三
原
健
康
広
場
）

▽
団
体
戦
１
部

①
サ
ン
・
リ
ガ
ー
ド
B
、
②
迷
球

会
A
、
③
あ
ま
ち
ゃ
ん
Ａ
／
西
淡

ク
ラ
ブ
Ａ
、

▽
団
体
戦
２
部

①
迷
球
会
大
霜
、
②
ア
ナ
ガ
ク
ラ

ブ
、
③
あ
ま
ち
ゃ
ん
C
／
清
水
家
、

▽
団
体
戦
３
部

◆
第
38
回
淡
路
小
学
生
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会

（
10
月
６
日
、14
日
・
市
小
学
校
体
育
館
他
）

②
松
帆
小
学
校　

大
会
結
果

①
阿
万
ク
ラ
ブ
A
、
②
フ
レ
ン
ド

シ
ッ
プ
Ｓ
、
③
ラ
ッ
キ
ー
／
福
良

ク
ラ
ブ
A
、

▽
ダ
ブ
ル
ス
１
部

①
桐
原
・
三
宅
組
（
迷
球
会
A
）、

②
冨
士
元
・
飛
松
組
（
サ
ン
・
リ

ガ
ー
ド
）、
③
藤
平
・
山
田
組
（
あ

ま
ち
ゃ
ん
Ａ
）

▽
ダ
ブ
ル
ス
２
部

①
澤
田
・
汐
崎
組
（
ア
ナ
ガ
ク
ラ
ブ
）、

②
保
居
・
喜
田
組
（
ア
ナ
ガ
ク
ラ

ブ
）、
③
高
岡
・
奈
良
組
（
迷
球
会
Ｄ
）、

③
木
田
・
仲
山
組
（
ア
リ
ス
２
号
）

▽
ダ
ブ
ル
ス
３
部

①
森
下
・
冨
崎
組
（
ラ
ッ
キ
ー
）、

②
中
本
・
前
谷
組
（
フ
レ
ン
ド
シ
ッ

プ
）、
③
北
・
豊
田
組
（
サ
ザ
ン

ク
ロ
ス
）、
③
真
口
・
真
口
組
（
ア

ナ
ガ
ク
ラ
ブ
JR
）

○
数
字
が
順
位
。
関
係
分
の
み
掲
載

◆
第
47
回
全
淡
ス
ポ
ー
ツ
大
会

　
　
　
　
（
11
月
3
日
・
淡
路
市
）

▽
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
40
歳
以
上

①
み
な
み
（
南
あ
わ
じ
市
Ｄ
）

▽
ふ
う
せ
ん
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

①
北
阿
万
（
南
あ
わ
じ
市
A
）

▽
囲
碁
ボ
ー
ル

②
Ｍ
ｉ
ｎ
ｉ
ｏ
ｎ 

Ｒ
ｕ
ｓ
ｈ
（
南
あ

わ
じ
市
D
）

◆
第
20
回
兵
庫
県
身
体
障
害

者
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
県
大
会

（
10
月
23
日
、
兵
庫
県
立
但
馬
ド
ー
ム
）

▽
団
体
の
部

②
南
淡
チ
ー
ム

▽
個
人
の
部

▽
視
覚
障
害
者
の
部

①
数
矢 

守
（
賀
集
）

▽
聴
覚
言
語
障
害
者
の
部

②
森
山 

修
（
福
良
）

▽
女
性
障
害
者
の
部

①
川
崎
春
子
（
阿
万
）

◆
兵
庫
県
子
ど
も
会
60
周
年

記
念
オ
セ
ロ
大
会

（
10
月
27
日
・
兵
庫
県
立
姫
路
労
働
会
館
）

▽
小
学
生
高
学
年
の
部

入
賞　

加
野
夏
希
（
賀
集
）　

◆
第
7
回
兵
庫
県
中
学
校
相

撲
新
人
大
会

（
11
月
3
日
・
姫
路
市
立
中
央
体
育
館
）

▽
個
人
戦

①
神
田
啓
佑
（
三
原
中
）

◆
第
22
回
淡
路
剣
道
優
勝
大
会

　
　
（
11
月
２
日
・
三
原
健
康
広
場
）

▽
中
学
生
の
部
（
男
子
）

①
南
淡
中
学
校
A
、②
柳
学
園
中
学
校

敢
闘
賞 

西
川
大
成
（
柳
学
園
中
）

▽
中
学
生
の
部
（
女
子
）

①
南
淡
中
学
校
A
、
②
三
原
・
南

淡
中
学
校
合
同

敢
闘
賞 

椿
原
歩
美（
三
原
中
学
校
）

▽
中
学
生
の
部
（
女
子
）

①
淡
路
三
原
高
校
B
、
②
淡
路
三

原
高
校
A

敢
闘
賞 

矢
野
和
貴 （
淡
路
三
原
高
校
）

◆
第
８
回
南
あ
わ
じ
市
ミ
ニ
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
交
歓
大
会

（
11
月
10
日
・
市
立
市
小
学
校
）

▽
男
子
A
ブ
ロ
ッ
ク

①
南
淡
、
②
緑
A
、
③
三
原
A

▽
男
子
B
ブ
ロ
ッ
ク

①
優
秀
賞 

緑
B
、 

緑
Ｃ
、

③
南
淡
B
、
④
西
淡
三
原
B

▽
女
子
（
ア
）
ブ
ロ
ッ
ク

①
三
原
A
、
②
西
淡
A
、
③
緑
A
、

④
南
淡

▽
女
子
（
イ
）
ブ
ロ
ッ
ク

①
優
秀
賞 

緑
B
、 

三
原
B
、

②
三
原
Ｄ
、
③
三
原
C
、
西
淡
B

障
害
者
（
児
）
見
舞
金
と
し
て
商
品
券
を
送
付

　

障
害
者
（
児
）
見
舞
金
と
し

て
、商
品
券
を
お
贈
り
し
ま
す
。

対
象　

平
成
25
年
12
月
１
日

現
在
、
３
か
月
以
上
市
内
に

住
民
登
録
の
あ
る
障
害
者

（
児
）
で
、
身
体
障
害
者
手

帳
１
～
４
級
、
療
育
手
帳
、

有
効
期
限
内
の
精
神
障
害
者

保
健
福
祉
手
帳
を
持
つ
人

支
給
額　

５
０
０
０
円
分
の

南
あ
わ
じ
市
ふ
れ
あ
い
振

興
商
品
券

支
給
方
法　

12
月
中
に
対
象

者
へ
郵
送

問
福
祉
課
☎
44
・
３
０
０
２

み
ど
り
ふ
れ
あ
い
福
祉
の
つ
ど
い
が
開
催
さ
れ
ま
す

　

歌
や
ダ
ン
ス
、和
太
鼓
演
奏
、

餅
つ
き
、
昔
遊
び
コ
ー
ナ
ー
な

ど
誰
も
が
気
軽
に
参
加
で
き
る

『
福
祉
の
お
ま
つ
り
』
で
す
。

日
時　

12
月
22
日
（
日
）

　

午
前
10
時
30
分
～
午
後
２
時

30
分　

※
雨
天
決
行

場
所　

緑
市
民
セ
ン
タ
ー

※
ふ
う
せ
ん
バ
レ
ー
出
場
者
と

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
詳
し

く
は
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い

問
社
会
福
祉
協
議
会
み
ど
り
支
部

☎
45
・
１
７
６
５

　　　　　2014年 
　　　  南あわじ市 成人式☆
　　　　　　   ○日時 １月12日（日）
　　　　　　　　　　    受付12:30～ 開式13:30～
○場　所　南あわじ市文化体育館
○対象者　平成５年４月２日～平成６年４月１日生まれの人
※案内状の送付は行いません
　住民票が南あわじ市にない人も参加できます

《お問い合わせ》　生涯学習文化振興課☎37-3020

 

  工業統計調査を１２月３１日現在で行います。
 １２月から翌年１月にかけて調査員がお伺いしますの
で、ご協力をお願いします。
  調査票に記入された内容は、統計作成以外の目的に
は使用されませんので、正確なご記入をお願いします。

◇◇◇ 製造事業所の皆様へ ◇◇◇

工業統計調査にご協力を

 経済産業省・兵庫県・南あわじ市
問総務課☎43・５００１　

◆
淡
路
う
ず
し
お
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
２
０
１
３
ペ
タ
ン
ク
大
会

（
11
月
10
日
・
国
立
淡
路
青
少
年

交
流
の
家
）

▽
ダ
ブ
ル
ス
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

①
高
川
・
小
林
組
、
②
山
口
・
干
潟
組
、

③
喜
田
・
小
林
組
、
③
和
島
・
高
見
組

▽
ダ
ブ
ル
ス
交
流
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

①
楠
木
・
楠
木
組
、
②
榎
本
・
島
田
組

　

年
末
の
交
通
事
故
防
止
運
動
の
実
施

期
間　

12
月
１
日（
日
）～
10
日（
火
）

　　

毎
年
、
師
走
に
向
か
う
こ
の

時
期
は
、
交
通
事
故
が
多
発
し

ま
す
。
現
在
（
11
月
19
日
）
の

市
内
の
交
通
事
故
死
者
は
７
人

で
前
年
と
比
較
し
て
6
人
増
加

し
て
い
ま
す
。

 

こ
の
う
ち
高
齢
者
が
5
人
で
全

死
者
の
71
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

こ
れ
以
上
悲
惨
な
交
通
事
故
を

だ
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◆
運
転
す
る
人
は
・・・

❶
周
囲
へ
の
気
配
り
・
目
配
り

を
持
っ
て
、
速
度
を
控
え
た

運
転
を
し
ま
し
ょ
う

❷
早
め
の
ラ
イ
ト
点
灯
（
午
後

4
時
）
を
実
践
し
ま
し
ょ
う

❸
ラ
イ
ト
で
は
見
え
な
い
所
が

多
く
あ
る
事
を
理
解
し
た

上
で
運
転
す
る
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う

◆
歩
行
者
・
自
転
車
の
人
は
・・・

❶
信
号
、
横
断
歩
道
の
あ
る
と

こ
ろ
を
必
ず
渡
り
ま
し
ょ
う

❷
自
転
車
は
車
と
同
じ
。
ル
ー

ル
を
守
り
ま
し
ょ
う

❸
早
朝
・
夕
暮
れ
時
は
、
明
る

い
服
装
や
夜
光
反
射
材
を

活
用
し
ま
し
ょ
う

❹
自
転
車
も
早
め
に
ラ
イ
ト
を

点
灯
し
ま
し
ょ
う

問
生
活
環
境
課

　

☎
43
・
５
０
２
４

　  注 意

中
小
企
業
の
退
職
金
を
国
の
制
度
が
サ
ポ
ー
ト

　
「
中
小
企
業
退
職
金
制
度
」

は
、
中
小
企
業
で
働
く
従
業
員

の
た
め
の
外
部
積
立
型
の
国
の

退
職
金
制
度
で
す
。　
　

◆
掛
金
の
一部
を
国
が
助
成
し
ま
す

◆
掛
金
は
全
額
非
課
税
。
手
数

料
も
不
要
で
す

◆
社
外
積
立
な
の
で
管
理
が
簡
単

◆
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
の
人
も
加

入
で
き
ま
す

問
勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構 

  

中
小
企
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

☎
０
３
・
６
９
０
７
・
１
２
３
４

◆
第
4
回
兵
庫
県
下
新
人
交
流

試
合
（
新
極
真
会
・
空
手
）

（
11
月
10
日・加
古
川
市
立
総
合
体
育
館
）

▽
幼
年
（
年
長
）
組
手
の
部

②
西
畠
隆
晟
（
松
帆
）

▽
小
学
二
年
男
子
組
手
の
部

②
武
田
朋
也
（
北
阿
万
）

▽
小
学
六
年
女
子
組
手
の
部

①
久
留
米 

萌
香
（
潮
美
台
）

▽
小
学
生
組
手
の
部

敢
闘
賞 

三
宅
祥
生
（
潮
美
台
）

　「簡素な給付措置」をよそおった
「振り込め詐欺」や「個人情報の
詐取」にご注意ください！

　今年10月1日に閣議決定された「簡素な給
付措置」については、現在、住民の皆さまへご連
絡や給付を行う段階ではありません。
　ご自宅や職場などに市や厚生労働省（の職
員）などをかたった電話や郵便があったときは、
迷わず最寄りの警察署にご連絡ください。

　◆警察相談専用電話 ♯９１１０　　【厚生労働省】

　

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
登
載
申
請

　

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名

簿
は
、
有
権
者
か
ら
の
申
請
に

基
づ
い
て
登
録
さ
れ
ま
す
。

　

申
請
書
は
、
農
会
長
等
を
通

じ
て
配
布
す
る
予
定
で
す
。

　

要
件
を
満
た
し
、「
農
業
委

員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
」
へ
の

登
載
申
請
を
さ
れ
る
人
は
、
期

日
ま
で
に
必
要
事
項
を
記
入
押

印
の
う
え
、
提
出
を
お
願
い
し

ま
す
。

提
出
期
限 

１
月
10
日
（
金
）

※
市
役
所
へ
の
提
出
期
限
で

す
。
農
会
長
等
へ
は
早
め
に

ご
提
出
く
だ
さ
い

問
選
挙
管
理
委
員
会
☎
43
・

５
０
０
４
、
農
業
委
員
会
事

務
局
☎
43
・
５
０
２
９　
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集

ご
案
内

瓦
ば
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公
営
住
宅
入
居
者
随
時
募
集

❶
政
令
月
収
15
万
８
千
円
以
下
対
象

※
裁
量
階
層（
新
婚
世
帯
、義
務
教

育
終
了
前
の
子
供
の
い
る
世
帯
等

は
、21
万
４
千
円
以
下
）

▽
し
づ
お
り
第
２
団
地（
倭
文
）

　

1
戸
１
棟
１
０
３
号
、３
Ｄ
Ｋ
、

単
身
不
可
、平
成
18
年
度
建
築
。

家
賃
月
額
2
万
６
２
０
０
円
～

５
万
１
５
０
０
円（
共
益
費
別

途
）、駐
車
１
台
月
額
２
５
０
０
円

▽
四
季
の
丘
団
地（
阿
万
）

　

1
戸
A
棟
１
号
、３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
、単

身
不
可
、平
成
16
年
度
建
築
。

家
賃
月
額
2
万
３
９
０
０
円
～

４
万
６
９
０
０
円（
共
益
費
別

途
）、駐
車
１
台
月
額
２
５
０
０
円

（
屋
根
付
き
５
０
０
０
円
）

▽（
随
時
）阿
那
賀
団
地（
阿
那
賀
）

　

1
戸
、Ａ
‐
２
棟
２
０
１
号
、３
Ｄ

Ｋ
、単
身
不
可
、平
成
２
年
度
建

築
。家
賃
月
額
１
万
９
３
０
０
円

～
３
万
８
５
０
０
円（
共
益
費
別

途
）、駐
車
１
台
月
額
２
５
０
０
円

▽（
随
時
）津
井
団
地（
津
井
）

　

１
戸
、Ｃ
棟
２
号
、メ
ゾ
ネ
ッ
ト

２
階
建
、３
Ｋ
、単
身
不
可
、昭

和
59
年
度
建
築
。
家
賃
月
額

１
万
４
８
０
０
円
～
２
万
９
１
０
０

円（
共
益
費
別
途
）

❷
政
令
月
収
15
万
８
千
円
超
、

48
万
７
千
円
以
下
対
象

▽（
随
時
）さ
く
ら
台
団
地（
賀
集
）

　

１
戸
、や
え
棟
３
‐
１
号
、３
Ｄ
Ｋ
、

単
身
不
可
、平
成
10
年
度
建
築
。

家
賃
月
額
６
万
２
９
０
０
円
、駐

車
１
台
月
額
２
５
０
０
円

❶
・
❷
共
通
事
項

◇
申
込
締
切
日　

12
月
13
日（
金
）

◇
公
開
抽
選
日　

12
月
25
日（
水
）

　

午
前
10
時
。西
淡
公
民
館

▽
申
込　

総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー

※「
随
時
」の
記
載
が
あ
る
も
の
は

先
着
順
で
す（
抽
選
な
し
）

問
都
市
計
画
課
☎
37
・
３
０
１
６

チ
ャ
リ
テ
ィ
カ
ラ
オ
ケ
発
表
会

　

収
益
金
の
一
部
は
東
日
本
大
震

災
で
被
災
し
た
学
校
や
南
あ
わ
じ

市
の
子
ど
も
た
ち
に
生
の
音
楽
を

届
け
る
活
動
に
使
わ
れ
ま
す
。

▽
日
時　

翌
年
３
月
９
日
（
日
）

▽
場
所　

西
淡
公
民
館

▽
歌
唱
費　

３
５
０
０
円

※
２
コ
ー
ラ
ス

▽
募
集
人
数　

１
０
０
人
程
度

▽
申
込
方
法　

各
公
民
館
、
総
合

窓
口
セ
ン
タ
ー
設
置
の
申
込

用
紙
で
申
込

▽
申
込
期
間　

12
月
２
日
（
月
）

～
翌
年
１
月
31
日
（
金
）

▽
申
込
先　

生
涯
学
習
文
化
振
興
課

　

☎
37
・
３
０
２
０

ラ
ン
ニ
ン
グ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

▽
日
時　

２
月
16
日
（
日
）

　

午
前
８
時
～

▽
場
所　

淡
路
ふ
れ
あ
い
公
園

※
種
目
、
参
加
資
格
、
参
加
費
、
申

込
方
法
等
は
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー

な
ど
の
各
公
共
施
設
に
備
え
付
け

て
あ
る
募
集
要
項
ま
た
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い

▽
申
込
締
切　

１
月
15
日
（
水
）

問
体
育
協
会
事
務
局
（
三
原
健
康

広
場
内
）
☎
42
・
５
６
３
０

「
淡
路
花
博
２
０
１
５
花
み
ど
り

フ
ェ
ア
」県
民
提
案
事
業
の
募
集

　

淡
路
花
博
15
周
年
を
記
念
し
、

「
淡
路
花
博
２
０
１
５
花
み
ど
り

フ
ェ
ア
」
を
開
催
す
る
に
あ
た
り
、

県
民
の
皆
さ
ま
の
参
画
と
協
働
に
よ

る
誘
客
事
業
を
提
案
・
実
施
し
て

も
ら
う
「
県
民
提
案
事
業
」
を
募

集
し
ま
す
。

▽
開
催
期
間　

平
成
27
年
３
月
21
日

（
土
）～
５
月
31
日（
日
）

▽
対
象
事
業　

祭
典
の
テ
ー
マ
に
沿

14

通
学
と
そ
の
家
族
）
で
最
大
１

チ
ー
ム
８
人
（
レ
デ
ィ
ー
ス
は

６
人
）
の
エ
ン
ト
リ
ー
が
可
能

問
市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会（
辰
美
小

学
校
・
山
口
）☎
37
・
３
２
１
１

赤
十
字
救
急
法
講
習

▽
内
容　

赤
十
字
救
急
法
基
礎
講

習
・
救
急
員
養
成
講
習

▽
日
程　

翌
年
1
月
11
日
（
土
）

～
13
日
（
月
）

▽
時
間　

11
日
＝
午
後
１
時
～
５

時
30
分
、
12
日
、
13
日
＝
午
前

９
時
30
分
～
午
後
５
時
30
分

▽
場
所　

緑
市
民
セ
ン
タ
ー

▽
定
員　

30
人

▽
費
用　

３
０
０
０
円

▽
受
付
締
切　

12
月
19
日
（
木
）
必
着

▽
申
込
方
法　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

申
込
（h

ttp
://w

w
w
.h

yo
go

.

jrc.o
r.jp

）、
ま
た
は
申
込
用

紙
を
福
祉
課
に
提
出

◆
申
込
に
関
す
る
こ
と

問
福
祉
課
☎
44
・
３
０
０
２

◆
講
習
内
容
に
関
す
る
こ
と

問
日
赤
兵
庫
県
支
部
救
護
福
祉
課

　

☎
０
７
８
・
２
４
１
・
１
４
９
９

多
重
債
務
無
料
相
談
会

　

借
金
で
お
悩
み
の
人
や
事
業
者

を
対
象
に
開
催
し
ま
す
。

▽
日
時　

12
月
８
日
（
日
）

　

午
後
１
時
～
４
時　

※
要
予
約

▽
場
所　

洲
本
総
合
庁
舎

問
淡
路
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　

☎
26
・
３
３
６
０

遷
宮
の
年
と
お
の
こ
ろ
島
神
社

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
が
子
ど

も
か
ら
大
人
ま
で
お
の
こ
ろ
島
神

社
、
国
生
み
神
話
な
ど
を
分
か
り

や
す
く
解
説
し
ま
す
。

▽
日
時　

12
月
7
日
（
土
）

　

午
前
10
時
～
正
午

▽
場
所　

お
の
こ
ろ
島
神
社

※
参
加
希
望
者
は
ご
連
絡
下
さ
い

問
商
工
観
光
課
☎
37
・
３
０
1
２

障
害
者
就
労
移
動
相
談

▽
日
時　

12
月
13
日
（
金
）

　

午
後
１
時
30
分
～

▽
場
所　

南
淡
公
民
館

問
淡
路
障
害
者
就
業
・
生
活
支
援

セ
ン
タ
ー

　

☎
０
７
９
９
・
33
・
１
１
９
２

じ
ん
け
ん
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

２
０
１
３

▽
内
容　

児
童
生
徒
の
人
権
作
文

発
表
や
人
権
相
談
、
展
示
の
ほ

か
、Ｄ
Ｕ
Ｆ
Ｆ
に
よ
る
ラ
イ
ブ「
ひ

と
り
じ
ゃ
な
い
！
夢
は
咲
く
！
」

な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

い
、祭
典
と
一
体
的
に
実
施
さ
れ
、島

外
か
ら
の
誘
客
を
図
る
次
に
掲
げ

る
事
業
❶
新
た
な
地
域
資
源
の
発

掘
、又
は
既
存
の
観
光
資
源
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
化
に
よ
り
地
域
の
魅
力

を
高
め
る
事
業
❷
メ
イ
ン
会
場
、サ

ブ
メ
イ
ン
会
場
、サ
テ
ラ
イ
ト
会
場

等
で
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
す
る
事
業

❸
淡
路
島
内
で
施
設
や
場
所
を
巡

る
ツ
ア
ー
を
実
施
す
る
事
業 

等

▽
応
募
資
格　

県
内
に
居
住
若
し

く
は
活
動
の
拠
点
を
置
い
て

い
る
団
体
等

▽
募
集
締
切　

翌
年
1
月
31
日
（
金
）

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

問
兵
庫
県
公
園
緑
地
課

　

☎
０
７
８
・
３
６
２
・
９
３
０
９

第
13
回
南
あ
わ
じ
市
ソ
フ
ト
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
参
加
者
募
集

▽
日
程　

翌
年
２
月
２
日
（
日
）

▽
場
所　

健
康
広
場
、
文
化
体
育
館

▽
種
目　

❶
フ
ァ
ミ
リ
ー
（
小
学

生
を
持
つ
男
子
１
人
女
子
２
人

と
小
学
生
２
人
）❷
レ
デ
ィ
ー
ス

（
女
子
、
年
齢
不
問
）
❸
ト
リ

ム
Ⅰ
（
男
子
２
人
、
女
子
２
人
、

年
齢
不
問
）
❹
ト
リ
ム
Ⅱ
（
男

子
２
人
、
女
子
２
人
、
４
人
の

年
齢
の
合
計
が
１
４
０
以
上
）

※
い
ず
れ
も
市
内
に
在
住
、
通
勤
、

▽
日
時　

12
月
８
日
（
日
）

　

午
後
１
時
30
分
～

▽
場
所　

三
原
公
民
館

※
ラ
イ
ブ
チ
ケ
ッ
ト
（
無
料
）
等
詳

し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

問
人
権
教
育
課
☎
37
・
３
０
１
９

冬
休
み
水
泳
教
室

　

サ
ン
プ
ー
ル
で
は
冬
休
み
期
間

中
に
、
３
歳
児
～
小
学
生
を
対
象

に
水
泳
教
室
を
開
校
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

問
サ
ン
プ
ー
ル
☎
42
・
４
９
９
４

ゆ
ー
ぷ
る
か
ら
の
お
知
ら
せ

◆
休
館
日
変
更
に
つ
い
て

　

11
月
20
日
（
水
）
～
12
月
19

日
（
木
）
ま
で
休
館
し
ま
す
と
店

頭
等
で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
し
た

が
、
第
３
木
曜
日
以
外
営
業
し
て

い
ま
す
。

※
休
館
日
は
改
め
て
広
報
に
掲
載

広報 

新
鮮
な
野
菜
・
魚
介
類
の
販
売

「
地ち

産さ
ん

地ち

消し
ょ
う

」
の
直
売
所

◆
う
ず
し
お
朝
市

▽
日
時　

毎
月
第
４
日
曜
日

　

午
前
９
時
～
正
午

▽
場
所　

福
良
漁
業
協
同
組
合

問
福
良
漁
協
☎
52
・
０
０
６
４

◆
さ
ん
ち
ゃ
ん
市

▽
日
時　

年
中
無
休

　

午
前
９
時
～
午
後
６
時

▽
場
所　

淡
路
フ
ァ
ー
ム
パ
ー
ク

問
さ
ん
ち
ゃ
ん
市
☎
43
・
２
８
８
２

◆
し
づ
お
り
朝
市

▽
日
時　

毎
週
日
曜
日

　

午
前
８
時
～
10
時

▽
場
所　

倭
文
ま
ち
づ
く
り
の
丘

問
事
務
局
☎
46
・
０
１
０
９

◆
幡
多
の
青
空
市

▽
日
時　

毎
週
日
曜
日

　

午
前
７
時
～
11
時

▽
場
所　

中
央
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
隣

問
事
務
局
☎
42
・
２
０
４
７

◆
鳥
井
土
曜
青
空
市

▽
日
時　

毎
週
土
曜
日

　

午
前
７
時
～
９
時

▽
場
所　

鳥
井
公
園
前

問
事
務
局
☎
42
・
１
１
６
９

◆
阿
万
直
売
所

▽
日
時　

第
２
・
４
土
曜
日

　

午
前
９
時
～
11
時

▽
場
所　

阿
万
港
船ふ

な
だ
ま溜
り

問
事
務
局
☎
55
・
０
６
８
１

◆
と
れ
た
て
わ
ー
る
ど

▽
日
時　

年
中
無
休

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
９
時

▽
場
所　

シ
ー
パ
内

問
事
務
局
☎
36
・
０
１
６
４

ホームドクターアリス 
しろあり・害虫駆除の専門店 

南あわじ市北阿万筒井76-1 

問☎55-0800 
調査・見積 
　 無料！ 

地元の業者にお任せを！ 
気軽にご連絡ください。 
　　　相談受付中 

しろあり・ハチ
ヤマトシロアリ・イエシロアリ

しろありの予防と駆除

　　 12月の
 　無料相談
法律相談（先着９人）
◆内容　市顧問弁護士による相談
◆日時　10日（火）・19日（木）13:30～16:30
◆場所　三原市民センター
問市民課☎43-5023（予約必要）
特設人権相談
◆内容　人権擁護委員による相談
◆日時　８日（日）14:00～16:00
◆場所　三原公民館
問市民課☎43-5023（予約不要） 

消費生活相談
◆日時　毎週月～金曜日（祝日休業）
 　　　 ９:00～12:00、13:00～16:00
◆場所　三原市民センター２階
問市消費生活センター☎43-5099 

出張消費生活相談
◆日時　３日（火）・10日（火）・17日（火）
　　　　13:30～15:30
◆場所　３日＝緑市民センター、10日＝   
            西淡庁舎、17日＝南淡公民館
問市民課☎43-5023（予約不要） 

司法書士会による相談（先着８人）
◆内容　登記・法律相談・成年後見に関
　　　　する相談
◆日時　18日（水）
　　　　18:00～21:00
◆場所　洲本文化体育館
◆申込　ひろせ法務事務所
　　　　司法書士 廣瀬政行まで
　　　　☎33-0217（予約必要） 

行政書士による相談（先着３人）
◆内容　農地法・相続・契約関係
◆日時　９日(月）13:30～15:30
◆場所　県洲本総合庁舎
◆申込　土井惠一朗行政書士事務所
　　　    ☎53-1771（予約必要） 

住宅の耐震相談会
◆内容　住宅の耐震診断・改修などの相談
◆日時　25日（水）13:30～15:30
◆場所　県洲本総合庁舎
◆申込　構研設計一級建築士事務所
　　　　☎0799-64-1199（予約必要） 

教育相談
◆内容　保護者等の教育問題に対する相談 
◆日時　９日（月）13:00～15:00
◆場所　洲本総合庁舎
◆申込　淡路教育事務所「教育相談窓口」
　　　　 ☎22-4152（予約必要）

◆
ゆ
ず
湯
実
施
に
つ
い
て

　

今
年
も
浴
槽
に
ゆ
ず
を
浮
か
べ

た
「
ゆ
ず
湯
」
を
行
い
ま
す
。

▽
日
時　

12
月
22
日
（
日
）、23
日

（
月
）

問
ゆ
ー
ぷ
る
☎
50
・
５
１
２
６

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
丘
周
辺
の

美
化
活
動

▽
日
時　

12
月
18
日
（
水
）
午
前

８
時
～
約
１
時
間
。
雨
天
中
止

▽
場
所　

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
丘
駐

車
場

※
一
般
参
加
大
歓
迎

問
南
あ
わ
じ
観
光
案
内
所

　

☎
52
・
２
３
３
６
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■文化施設
滝川記念美術館「玉青館」
　☎36-2314
淡路人形浄瑠璃資料館
　☎43-5037
産業文化センター☎38-0201
淡路人形浄瑠璃館☎52-0260
埋蔵文化財調査事務所☎42-3849
■社会体育施設
サンライズ淡路☎45-1411
西淡社会教育センター・
西淡グラウンド☎36-2027
ゆとりっく☎36-5789
サンプール☎42-4994
サイクリングターミナル
　☎42-5310
三原健康広場☎42-5630
南淡B&G海洋センター
　☎52-2404
阿万スポーツセンター☎55-0652
賀集スポーツセンター☎54-0779
文化体育館☎50-5077
吹上浜野外教育センター
　☎55-0948
■公民館等
働く婦人の家☎43-2326
緑公民館☎44-3008
西淡公民館☎37-3028
三原公民館☎43-5038
南淡公民館☎50-3048
倭文公民館☎46-0001
松帆地区公民館・
松帆市民交流センター☎36-2137
湊地区公民館☎36-2055
津井地区公民館☎38-0201
丸山地区公民館☎39-0210
阿那賀地区公民館☎39-0011
伊加利地区公民館・
伊加利市民交流センター☎39-0567
西淡志知公民館
西淡志知市民交流センター☎36-5526
榎列公民館☎42-2393
八木地区公民館☎42-5956
市地区公民館☎42-5957
神代地区公民館
神代市民交流センター☎42-5958
三原志知公民館・
三原志知市民交流センター☎42-6343
賀集地区公民館☎54-0331
北阿万地区公民館☎55-0055
潮美台地区公民館☎52-0430
阿万地区公民館☎55-0046
灘地区公民館☎56-0001
沼島地区公民館☎57-0001

ま
な
び
の
扉
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第
54
回
阿
波
お
ど
り
体
操

　
　
　
　
　
　 

　
講
習
会

▽
日
時　

12
月
7
日
（
土
）

　

午
後
８
時
～

▽
場
所　

南
淡
公
民
館

▽
費
用　

１
０
０
円

問
阿
波
お
ど
り
体
操
振
興
協
会

　（
出
田
）
☎
55
・
１
１
１
１

第
１
１
６
回
神
代
天
体
観
測
会

　 

　
　
　
　「
ス
バ
ル
を
見
よ
う
」

▽
日
時　

12
月
22
日
（
日
）

　

午
後
7
時
30
分
～

▽
場
所　

神
代
小
学
校
校
庭

▽
そ
の
他　

悪
天
候
時
は
神
代
地

区
公
民
館
で
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ

ム
。
保
護
者
同
伴

問
神
代
天
体
ド
ー
ム
再
建
準
備
会

　

☎
０
９
０
・
３
６
１
６
・
３
８
２
４

「
お
は
な
し
会
ピ
ノ
キ
オ
」

　
　
に
よ
る
ク
リ
ス
マ
ス
会

▽
内
容　

ハ
ン
ド
ベ
ル
演
奏
・
手
品
・

大
型
紙
芝
居
・
人
形
劇
な
ど

●ありがとう！わさびちゃん
わさびちゃん著（小学館）

路上でカラスに襲われて
いるところを、人間の「父さ
んと母さん」に助けられた
子猫、わさびちゃん。わさび
ちゃんと「父さんと母さん」
の出会いから、突然の死まで
かけがえのない８７日間を、
写真を交えて紹介します。

● メッシ　ハンデをのりこ
えた小さなヒーロー
マイケル･パート著（ポプラ社）

緑公民館図書室
☎44-3008

●ふたつのゆびきりげんまん
そうま　こうへい作（小峰書店）

大好きなおとうさんと遊園
地のおばけ屋敷に行く約束
をした小学２年生のひろと
は、親友のとおるにもどんな
おばけを見てきたか話す約
束をした。でもその日の朝、
おとうさんの会社でトラブ
ルがあって…。

●人生って、大人になっ
てからがやたら長い　
きたみ　りゅうじ著（幻冬舎）

三原図書館

●ゆきがふる
蜂飼　耳文/牧野　千穂絵（ブロン
ズ新社）

5つのルールで子どもがグ
ングン伸びる! 子育てがもっ
と楽しくなる! フィンランド
の精神科医が、「してはいけ
ないこと」ではなく、「なって
ほしい姿」に焦点を当てた
フィンランド式子育て法をマ
ンガを交えて解説。

西淡公民館図書室
☎37-3028

●てつぞうはね
ミロコマチコ著(ブロンズ新社)

てつぞうはね、わたしのね
こ。誰もが恐れる暴れねこ
だけど、わたしのことだけは
大好き。春も夏も秋も冬も、
てつぞうと一緒だった。だけ
ど、８回目の冬…。愛猫・て
つぞうとの大切な日々をつ
づった絵本。

南淡図書館
●新品みたいに長持ち！
お手入れの教科書　
阿部　絢子著(PHP研究所）☎53-0234☎43-5037

●フィンランド式叱らない子育て  
ベン・ファーマン著／バレイ友佳子訳（ダイヤモンド社）

ち
い
さ
な
ち
い
さ
な

 

　
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

▽
内
容　

❶
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
・

人
形
劇
等
❷
室
内
コ
ン
サ
ー
ト

▽
日
時　

12
月
14
日
（
土
）

　

午
前
10
時
30
分
～
午
後
５
時
30
分

▽
場
所　

市
福
永
淡
路
三
原
キ
リ

ス
ト
教
セ
ン
タ
ー

▽
参
加
費　

❶
無
料
❷
５
０
０
円

▽
定
員　

❷
の
み
60
人
限
定

※
家
庭
で
不
要
に
な
っ
た
ツ
リ
ー
を

お
譲
り
く
だ
さ
い（
13
日
ま
で
）

※
チ
ケ
ッ
ト
・
ツ
リ
ー
引
き
取
り

な
ど
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い

問
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ザ
イ
ン

　

セ
ン
タ
ー
淡
路
「
島
音
」
登
日

　

☎
０
９
０
・
４
４
９
４
・
１
４
０
７

『
南
あ
わ
じ
子
ど
も
伝
統
芸
能

　
　 

発
表
会
』出
演
団
体
募
集

▽
対
象　

市
内
の
伝
統
文
化
等
に

取
り
組
ん
で
い
る
各
小
学
校
、
伝

統
文
化
保
存
団
体
等
の
子
ど
も

▽
募
集
期
間　

12
月
２
日
（
月
）

～
13
日
（
金
）

◆
開
催
日

▽
日
時　

翌
年
２
月
８
日（
土
）　

午
後
１
時
30
分
～

▽
場
所　

西
淡
公
民
館

問
生
涯
学
習
文
化
振
興
課

　

☎
37
・
３
０
２
０

働
く
婦
人
の
家

◆
ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ

ン
ト
講
座
（
ク
リ
ス
マ
ス
の
テ

ー
ブ
ル
ア
レ
ン
ジ
）

▽
日
時　

12
月
８
日（
日
）

　

午
前
10
時
～
正
午

▽
定
員　

16
人

▽
申
込
締
切　

12
月
５
日（
木
）

▽
費
用　

１
０
０
０
円（
材
料
費
込
）

▽
持
物　

ワ
イ
ヤ
ー
を
切
れ
る
は

さ
み

◆
ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー
キ
作
り
講
座

▽
日
時　

12
月
22
日（
日
）

　

午
前
10
時
～

▽
定
員　

16
人（
申
込
多
数
は
抽
選
）

▽
申
込
締
切　

12
月
11
日（
水
）

▽
費
用　

材
料
費
自
己
負
担

問
働
く
婦
人
の
家
☎
43
・
２
３
２
６

滝
川
記
念
美
術
館
　
玉
青
館

◆
東
洋
へ
の
ま
な
ざ
し　
吉
永
邦
治
展

▽
期
間　

12
月
15
日（
日
）ま
で

▽
入
館
料　

大
人
５
０
０
円

※
12
月
16
日
～
21
日
ま
で
展
示
入

替
の
た
め
休
館
し
ま
す

問
玉
青
館
☎
36
・
２
３
１
４

倭
文
公
民
館
市
民
の
つ
ど
い

◆
芸
能
発
表
・
人
権
研
修
会

▽
内
容　

芸
能
発
表
（
保
育
園
児

の
発
表
、
大
正
琴
、
民
舞
、
フ

ラ
、
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
）、
人
権

研
修
会
（
小
学
生
代
表
に
よ
る

作
文
朗
読
、
講
演
）

▽
日
時　

12
月
７
日
（
土
）

　

午
後
1
時
30
分
～
５
時

◆
作
品
展
示

▽
参
加
団
体　

華
道
め
ぐ
み
会
、

倭
文
句
会
、
倭
文
手
芸
同
好
会

▽
日
時　

❶
12
月
５
日
（
木
）
午

後
1
時
～
５
時
、
❷
12
月
６
日

（
金
）、
７
日
（
土
）
午
前
９

時
～
午
後
５
時

問
倭
文
公
民
館
☎
46
・
０
０
０
１

淡
路
人
形
浄
瑠
璃
資
料
館

◆
淡
路
人
形
浄
瑠
璃
名
場
面

▽
内
容　

玉
藻
前
曦
袂　

三
段
目

道
春
館
の
段

▽
期
間　

翌
年
８
月
下
旬
ま
で

◆
淡
路
人
形
合
同
作
品
展

▽
内
容　

四
つ
の
木で

偶こ

作
り
サ
ー

ク
ル
の
作
品
展

▽
期
間　

翌
年
２
月
中
旬
ま
で

◆
「
第
30
回
淡
路
人
形
浄
瑠
璃
後

継
者
団
体
発
表
会
」
写
真
展

▽
期
間　

翌
年
２
月
上
旬
ま
で

問
淡
路
人
形
浄
瑠
璃
資
料
館

　

☎
43
・
５
０
３
７

お
の
こ
ろ
日
本
画
・
亀
の
会

　
　
　
　
　
　
　
　
絵
画
展

　

市
内
風
景
を
描
写
し
た
作
品
を

展
示
し
ま
す
。

▽
場
所　

三
原
公
民
館

▽
期
間　

翌
年
１
月
31
日
（
金
）

ま
で
※
最
終
日
は
午
前
中
ま
で

問
三
原
公
民
館
☎
43
・
５
０
３
８

～本と心のふれあいの場～

みんなの図書館
☆開館時間／9：30～19：00
　ただし、日曜日・祝日は、17：00まで
　（緑・西淡公民館図書室は土曜日も17：00まで）
☆休館日／月曜日・祝日の翌日・月末整理日（平日）

 12月の図書館カレンダー
日 月 火 水 木 金 土

　１　 2 　 3　　4　　5  　６　　７    

　8　　9　 10　　11　　12      13　　14    

　15　　16　 17　　18　　19      20　　21     

22　　23　 24　　25　　26      27　　28   

29　　30　 31

　

月末整理

※○はおやすみです
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99シリー
ズ

 阿
あ

那
な

賀
が

地区の大
おお

井
い

川河口の南側一体が春
かす

日
が

神
じん

社
じゃ

の境
けい

内
だい

にある１２，２１０㎡の自然林が昭和４６

年に天然記念物として指定されています。

　この自然林は、神域であるため数百年もの

間、伐
ばっ

採
さい

をまぬがれており、その植
しょく

物
ぶつ

相
そう

の特徴

はスダジイの群落を優
ゆう

占
せん

種
しゅ

とし、イブキ、イヌマ

キ、ヤマモモ、ウバメガシ、トベラ、モッコクなど

が混
こん

成
せい

しています。

代々、氏子の人た

ちが大切に保護し

てきたため、緑がも

りあがるほど良く茂

り、神々しさが感じ

られます。

市
指
定 

神し

ん

域い

き

自し

然ぜ

ん

林り

ん

▽
日
時　

12
月
22
日
（
日
）

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

▽
場
所　

南
淡
図
書
館

▽
参
加
費　

無
料

問
南
淡
図
書
館
☎
53
・
０
２
３
４

児
童
館
冬
の
イ
ベ
ン
ト

▽
内
容　

❶
フ
ェ
ル
ト
で
工
作（
サ

ン
タ
ク
ロ
ー
ス
作
り
）❷
く
さ

ぎ
染
め（
ラ
ン
チ
ョ
ン
マ
ッ
ト
作

り
）❸
ネ
ー
ム
プ
レ
ー
ト
作
り

❹
木
の
実
で
工
作

▽
日
程　

❶
12
月
７
日（
土
）❷

12
月
14
日（
土
）❸
12
月
26
日

（
木
）❹
冬
休
み
期
間
中（
要
予

約
）

❶
～
❸
共
通
事
項

▽
申
込
締
切　

12
月
６
日
（
金
）

▽
定
員　

各
20
人

▽
時
間　

午
前
９
時
～

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

問
児
童
館
☎
52
・
３
９
９
９

▲海側から見た神域自然林

12月初回トレーニング講習会
●対　象　16歳以上の人※定員６人
●受講料　500円※２回目以降200円 
●講習時間　１時間30分

 パワーヨガ教室

問文化体育館☎50-5077

●対　象　16歳以上の人
●定　員　６０人（予約必要）
●受講料　4,000円(全８回）

文化体育館 回数 　　月日 曜日 開始時間
第１回 12 月 13 日 金 19:30 ～

第２回 1 月 17 日 金 19:30 ～

第３回 1 月 24 日 金 19:30 ～

第４回 2 月   ７日 金 19:30 ～

第５回 2 月 14 日 金 19:30 ～

第６回 2 月 28 日 金 19:30 ～

第７回  3 月 14 日 金 19:30 ～

第８回  3 月 21 日 金 19:30 ～

　パワーヨガでは、身体を動かし
ながら呼吸を深め、ボディーメイク
効果を高めるプログラムです。

問淡路人形座☎ 52-0260

全国人形芝居
サミット＆フェスティバル
　　全国各地から20団体が集い、１４団体が
　公演します。

 　日程：12月 14日（土）午後１時～
　　　　　12月 15日（日）午前９時～
 　内容：１４日＝開会行事、フォーラム
　　　　　１５日＝１４団体による上演　　

【１２月通常公演】
 日程：1日（日）～24日（火）
　料金：大人 1,500円、中高生 1,000円、
　　　　小学生 800円、幼児 300円
　内容：「太夫、三味線・人形解説」、
　　　　 「伊

だ
達
て
娘
むすめ
恋
こいの
緋
ひ
鹿
がの
子
こ
　火

ひ
の見

み
櫓
やぐら
の段」　

※上演内容は変更になる場合があります。

※なお１４日・１５日は全国人形サミットのため、
　通常公演を休演いたします。

日 曜日 第１講習 第２講習

 12 木 14:00～ 19:00～

 19 木 14:00～ 19:00～
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  12月の健康カレンダー

 休日応急診療所（広域消防南淡分署横☎53-1536）

診察日 9：00～16：30 19：00～22：30

 １日（日） 橋 田 友 孝 医師 福 田 郁 夫 医師

 ８日（日） 福 田 郁 夫 医師 村 野 謙 一 医師

15日（日） 福 原 正 博 医師 前 田 昌 己 医師

22日（日） 前 田 昌 己 医師 宮 崎 美 枝 医師

23日（月） 宮 崎 美 枝 医師 福 原 正 博 医師

29日（日） 村 野 謙 一 医師 浦 瀬　 巌 医師

31日（火） 横 山 龍 治 医師 渡 辺　 優 医師

時間外診療病院
月 平 成 病 院

火
平 成 病 院
八 木 病 院

水
中 林 病 院
南 淡 路 病 院

木 翠鳳第一病院

金 中 林 病 院

土 翠鳳第一病院

平日18:00～23:00
土曜13:00～23:00

◆小児夜間救急電話センター
　毎日午後10時～午前６時までの間、島内医師が輪番

で小児夜間救急診療を行っています。電話センターへ

電話していただくと看護師が症状を聞き、必要な時は

当日の担当医療機関を紹介します。

問小児夜間救急電話センター☎44-3799

◆休日小児救急診療
　日曜・祝日・年末年始の午前９時～午後５時まで

の間、みなと元気館内の洲本市応急診療所におい

て、小児科医の輪番による小児救急診療所を開設

し、救急患者に対応しています。

問洲本応急診療所☎24-6340

小児救急医療

18
広報 

● いずみ会リーダー養成講座
内容  日 曜日　　時間 場所

食生活ほか健康に関する
講座　修了式

６ 金 10:00 ～ 12:30 南淡公民館

※各種教室・相談のお問い合わせは、健康課（☎44-3004）まで

● 乳幼児健康カレンダー　　 　 　　（　　）は対象
内容  日 曜日　  受付時間 場所

母親学級 19 木 13:15 ～ 13:30

緑保健福祉センター

４か月児健康診査
（25年8月生）

24 火 12:30 ～ 13:00

10か月児健康診査
（25年２月生）

17 火 12:30 ～ 13:00

１歳6か月児健康診査
（24年5月生）

３ 火 12:30 ～ 13:00

２歳児歯科健診
（23年９月生）

20 金 13:00 ～ 13:30

３歳児健康診査
（22年11月生）

10 火 12:30 ～ 13:00

強い歯大好き健診
（22年9月･23年3月生）

６ 金 13:00 ～ 13:30

育児相談
（24年10月生）
（25年５月生）

４ 水

13:00 ～ 14:00

南淡福祉保健センター
11 水 西淡保健センター
18 水 緑保健福祉センター
25 水 三原保健センター

食育講座赤ちゃん栄養サロン
（25年７月生）

19 木 ９:45 ～ 10:00
緑保健福祉センター

遊びの教室（予約制） 12 木 ９:30 ～９:45
発達支援相談（予約制） 12 木 13:30 ～

● 愛育班活動
内容  日   曜日 場所

愛育班活動　 19 木 沼島コミュニティ消防センター

● 健康相談・個別健康教室
内容  日 曜日　　　時間 場所

生活習慣病相談、栄
養相談、血圧測定、
体脂肪測定など

２ 月

９:00 ～ 10:30

三原保健センター
９ 月 緑保健福祉センター
18 水 西淡保健センター
25 水 南淡福祉保健センター

● 献血
  日   　曜日 　　    受付時間 場所

６ 金 10:00 ～ 11:30
12:30 ～ 14:30

南あわじ市中央庁舎
（南あわじ警察署隣）

認知症を支える家族の会　スマイル
　認知症の介護の悩みを一人で抱え込んでいま

せんか？日ごろの思いを話しあえる場です。

日時　12月11日（水）14:00～15:00

場所　三原公民館

問地域包括支援センター☎44-3006

◆麻しん風しん予防接種（２期）
　平成25年度接種対象者は平成19年４月２日生
まれから平成20年４月１日生まれとなっていま
す。接種期間は平成26年３月31日まで、配布して
いる予防接種手帳にある予診票と母子健康手帳
を持参の上、医療機関で接種を受けてください。

◆日本脳炎予防接種（２期）
　平成25年度接種対象者は平成７年４月２日生
まれから平成８年４月１日生まれとなっていま
すので、医療機関で接種を受けてください。な
お、９歳以上で１期を終了している人で２期接
種を希望する人は健康課へご連絡ください。

◆二種混合（三種混合２期）
　対象者は１１歳以上１３歳未満となっています。
対象者には１１歳の誕生日を迎えた翌月上旬に通
知しています。接種期間は１３歳の誕生日の前々
日までが対象となりますので、医療機関で接種
を受けてください。
問健康課☎44-3004

　日本人の三大死因は、ガン・脳卒中・心臓病です。最近ではこれらの原因でもある高血圧・高脂血症・糖尿病などの患者
さんが増えています。これらの原因は加齢や遺伝的な要因だけではなく、不適切な食生活・運動不足・過度の飲酒・喫煙・
ストレスといった 「生活習慣のゆがみ」 が深く関与しています。このような不規則な生活習慣で引き起こされる病気を 

「生活習慣病」 といいます。とくに血圧、肥満、糖代謝、脂質の４項目は、毎日の生活改善が最も重要と
いえます。生活習慣病の予防のために、食生活とともに心と身体の健康にも気を配りましょう。

健診結果で「要医療」「要精密検査」となっていた人で、
受診がまだの場合はお早めに受診してください。

　今年度の町ぐるみ健診の結果がまとまりました。「異
常を認めず」の人は、全体でわずか5.2%でした。メタボ
リックシンドローム（以下、メタボ）とその
予備群は「5.1人に1人」（「男性3.1人に1人」

「女性10.9人に1人」）となりました。
問健康課☎44-3004

忘れていませんか？予防接種

要医療
1,706 人
(25.5%)

要継続医療
3,070 人
(45.9%)

要指導
1,568 人
(23.4%)

異常認めず
350人
(5.2%)

特定基本検診判定結果

やせ

項目別異常率（要指導 +要医療＋要継続医療）

肥満

肝臓

糖尿病

血圧

血液脂質

0％ 20％ 40％ 60％ 80％

19 ～ 39歳

40～ 74歳以下（市国保のみ）

75歳以上

やせ

項目別異常率（要指導 +要医療＋要継続医療）

肥満

肝臓

糖尿病

血圧

血液脂質

0％ 20％ 40％ 60％ 80％

19 ～ 39歳

40～ 74歳以下（市国保のみ）

75歳以上

生活習慣病とは？

検診受診者の異常率

メタボ メタボ予備群

男性 389人（19.7%) 255人（12.9%)

女性 154人（6.2%) 74人（3.0%)

全体 543人(12.1%) 329人(7.3%)

※( )内は男性1,977人、女性2,501人、全体4,478人に対する率

メタボ判定
（市内国民健康保険加入者40～74歳 4,478人）

早期発見・早期治療で元気な毎日を!!

町ぐるみ健診集計結果
年齢層 19 ～ 39 歳 40 ～ 74 歳　 75 歳以上 総数

受診者数 913 人 4,478 人 1,303 人 6,694人

※

※ 40 ～ 74 歳の受診者数は市国民健康保険加入者のみを掲載。19~39 歳は市

　国民健康保険加入者と他保険加入者、75 歳以上は後期高齢者医療制度者を含む

　19歳～39歳
1位　血液脂質※ 39.9％

2位　やせ 18.6％

3位　肥満 17.5％

　75歳以上
1位　血圧 73.9％

2位　血液脂質 70.9％

3位　糖尿病 47.9％

　40歳～74歳
1位　血液脂質 76.5％

2位　血圧 49.6％

3位　糖尿病 39.1％

※血液脂質とは、ＬＤＬ（悪
玉）コレステロール、ＨＤＬ
(善玉)コレステロール、中
性脂肪のことです。

● 阿波踊り体操 （いずみ会主催）
内容  日 曜日　時間 場所

阿波踊り体操
４ 水

10:00 ～ 緑保健福祉センター
18 水

● 特定保健指導（Ｙ
やせてきれいになる

Ｋ教室）※要予約
内容  日 曜日　　  時間 場所

「食事のとり方を調べ
てみよう②」

16 月 13:30 ～ 15:00
三原保健セン
ター



　

心のかけはし

2021
広報 

阿那賀診療所
☎39-0668

（月曜日）
9：00～12：00
14：00～17：00
（金曜日）
9：00～12：00
16：00～17：00
（水・土曜日）
　9：00～12:00

伊加利診療所
☎39-0886

（金曜日）
14：00～15：30

灘診療所
☎56-0655

（月・金曜日）
9：00～12：00
14：00～17：15
（火・木曜日）
9：00～12：00
午後＝往診・検査

沼島診療所
☎57-0030

（月～金曜日）
9：00～12：00
14：00～17：15

　正解者の中から抽選で５人に図書カード1,000

円分をプレゼント！（当選は発送をもって発表にか

えさせていただきます）

■応募方法（全回答必須）
①クイズの答え、②住所、③氏名、④年齢、⑤

広報やさんさんネット、南あわじ市に対するご意
見・ご感想をお書きの上、情報課までご応募く
ださい。

■応募〆切　12月13日（金）※消印有効

〒656-0472　南あわじ市市善光寺18-27

南あわじ市役所情報課広報クイズ係　宛

（メールの場合、件名に「広報クイズ」と記載）

kouhou@city.minamiawaji.hyogo.jp

　今月のいきいき健康生活 　広報クイズ 全小学校、幼稚園・保育所に防災頭巾配置！

平成25年11月15日までの申出分 （敬称略）
※この欄への掲載を希望する人は、届け出のときに窓口へお申し出ください

▲ＱＲコード
携帯電話のバーコード
リーダで読み取り、クイ
ズに応募できます

※
11
月
号
の
正
解
は「
防
災
」。34
通
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

( 広報 18 頁 )に町ぐるみ健診の結果を掲載しています。

いつまでも元気に生活したいものですね。

　　10 月末に取材した「いきいき百歳体操交流大会」。いき

いき百歳体操効果で皆さんとても元気でした。現在、市内

●●箇所の拠点で体操を

しています。まずは、気軽

に近くの拠点を見学してみ

ませんか？さて、●●に

入る数字２つはなんでしょ

う？（ヒントは広報２頁）

2013.12.1発行

▲いきいき百歳体操を楽しむ参
　加者たち

▲防災頭巾をかぶり屋外に避難

▲机の下で身を守る訓練

子育て広場
●催し※要申込

行事名 日時 費用等
① 12 月のおたんじ
　ょうびパーティ

16日
10:30～

働く婦人の家、100円、お茶・お手
ふき、申込締切11日

②クリスマス会 18日
10:00～

西淡公民館、500円、チケット、申
込締切11日

③つくってあそぼう
　メモリアル身長計

19日
10:00～

働く婦人の家、50円、両面テープ、
カラーサインペン、のり、はさみ、
お子さんの写真、申込締切16日

④親子ふれあいあそび 1月8日
10:30～

働く婦人の家、100円、お椀、お
盆、おはし（親子とも必要）、お茶、
お手拭き、申込締切12月24日

●自由あそびのコーナー （平日９：00～16：00）
場所 内容

働く婦人の家　
常設の遊びのコーナー（ふれあいプレイルーム）

自由な時間に親子で遊ぶことができます。

問子育て学習・支援センター☎42-7703、９：00～16：00

●出前ひろば（公園感覚の自由あそびの広場、申込不要）
ひろば名 12月の開設日 場所 時間
みどり 4,6,13,20 緑保健福祉センター

10:00
～

11:30

みはら 12,19 働く婦人の家

せいだん 3,10 西淡保健センター

なんだん 6,11,13,20 南淡公民館

●年齢別ひろば ※要申込 

ひろば名 対象 開催日 時間 内容

ひよこ 10か月まで ４日 10:00～
ベビーマッサージ（働く婦人
の家で開催）

りす・うさぎ・ぞう　～クリスマスクラフトを楽しもう～
                                     　※申込締切６日、定員各30組
ひろば名 対象 開催日 時間 内容

りす 11か月～１歳６か月 11 日

10:00～

緑保健福祉センター、50
円、油性マジック黒・赤、は
さみ、木工用ボンド

うさぎ １歳７か月～２歳６か月 10 日
働く婦人の家、50円、子ども
の写真、のり、ボンド、両面
テープ、はさみ、サインペン

ぞう ２歳７か月～ 12 日 西淡保健センター、50円、
はさみ、木工用ボンド

　寒くなると、どうしても布団からなかなか出られません。大人も子ども

も早寝早起きの習慣をつけることをこの時期、もう一度見直して下さい

ね。規則正しい生活が心豊かな子どもを育てます。

　震災に備えて9月に、市内全

ての小学校、幼稚園・保育所に

「防災頭巾」を配置しました。地

震発生時の初動として、教室で

は「避難路確保のために出入り

口・窓を開ける」「揺れが収まる

●人　口 50,399人（前月比－42人）

　    （男） 24,321人（前月比-11人）

　    （女） 26,078人（前月比-31人）

●世帯数 18,947世帯（前月比±0世帯）

※平成25年11月１日現在

出生

夫氏名（地区） 妻氏名（地区） 婚姻日
吉永　　誠（広　田）

藤川　　悟（阿那賀）

榎本　貴夫（　市　）

中尾　佳敬（倭　文）

宇山　和範（大阪府）

岡本　大樹（阿　万）

納　　由佳（広　田）

西岡理恵子（　市　）

澤内　絵理（志　知）

柴田江利子（明石市）

原　　法子（福　良）

平山智香子（洲本市）

10月16日
10月23日
10月31日
10月31日
11 月８日
11月11日

結婚

氏名 年齢 地区 死亡日
奥野　　弘
宮地　惠友
田岡啓次郎
平山　茂子
宮本しげの
梶谷　和男
矢野　高子
河上　良三
裏川　正直
竹原まゆみ
鳥井光津子
濵田ちゑこ
福岡　ずこ
高木　重行
井上ふじゑ
米田　道行
阿部よしこ
藤本　　昇
塚本よし子
宮本　和子
安井シズ　
菅　　長男
岡本かつみ
平石　兼一
藤江　梅野
古川　照子
山口　　正

灘
八 木
阿 万
倭 文
八 木
福 良
賀 集
神 代
八 木
八 木
松 帆
松 帆
倭 文
賀 集
倭 文
阿那賀
湊
市

八 木
賀 集
榎 列
阿那賀
湊
湊

八 木
榎 列
灘

82
92
87
85
92
72
88
64
81
74
90
99
95
78
102
54
99
55
92
78
91
78
89
89
89
85
79

10 月 15 日
10 月 15 日
10 月 17 日
10 月 17 日
10 月 17 日
10 月 18 日
10 月 18 日
10 月 19 日
10 月 20 日
10 月 20 日
10 月 21 日
10 月 21 日
10 月 22 日
10 月 23 日
10 月 24 日
10 月 24 日
10 月 25 日
10 月 25 日
10 月 26 日
10 月 26 日
10 月 27 日
10 月 30 日
10 月 31 日
10 月 31 日
11 月 ６ 日
11 月 ８ 日
11 月 ８ 日

赤ちゃん 性別 保護者 地区 出生日

岡田　晴
はるみち

道

波戸ほのか

坂本陽
ひ お り

乙莉

桐本　風
ふうせい

晴

髙木　綾
あやか

香

雨堤　結
ゆ な

南

川人　奏
そ ら

空

前田　　悠
ゆう

森下　千
ちづる

鶴

納　　陽
ひなた

咲

中山　結
ゆいな

愛

堀井　陽
ひ な

菜

奥野　陽
ひいろ

彩

根岸　侑
ゆうき

希

松原　わか

中田　　萩
しゅう

榎勢　結
ゆ あ

愛

櫻木八
や ち る

千琉

土井　彩
いろは

羽

森　　建
たつき

稀

清水　葉
はづき

月

谷池　　杏
あん

谷池　萌
も な

那

山川　聡
そうた

太

井筒このは

奥野　巧
こうき

喜

神代　朱
あかり

理

谷池　奏
かなと

音

松本　柊
しゅうざ

佐

樫本　大
だいき

幹

福榮　悠
ゆ あ

愛

筒井　一
いちこ

湖

山岡　拓
たくま

真

前川　耀
あんじ

虹

丸添　樹
いつき

生

男

女

女

男

女

女

男

男

女

女

女

女

女

男

女

男

女

女

女

男

女

女

女

男

女

男

女

男

男

男

女

女

男

男

男

洋 平
伸 之
直 哉
眞 時
敦 史
義 友
豊
憲 司
寿 人
孝 樹
智 康
正 富
広 道
孝 博
弘 和
宏 明
陽 一
義 之
勤
茂 幸
義 統
健太郎
一 真
裕 樹
有 咲
寿 久
将 史
昭 則
大 輝
善 嗣
光 陽
健 司
徳 紀
正 有
俊 介

松 帆
湊

広 田
湊
湊

明石市
市

神 代
灘

志 知
賀 集
市

八 木
篠山市
賀 集
榎 列
阿 万
榎 列
神 代
福 良
市

松 帆
津 井
広 田
榎 列
榎 列
榎 列
市

福 良
倭 文
潮美台
津 井
阿 万
八 木
湊

10 月５日
10 月７日
10 月８日
10月14日
10月14日
10月18日
10月19日
10月19日
10月19日
10月20日
10月20日
10月21日
10月22日
10月22日
10月22日
10月23日
10月24日
10月24日
10月24日
10月25日
10月28日
10月28日
10月28日
10月29日
10月30日
10月30日
10月30日
10月30日
10月30日
10月31日
10月31日
11 月３日
11 月３日
11 月４日
11 月４日

氏名 年齢 地区 死亡日 氏名 年齢 地区 死亡日
井手　光敏
　津　章正
喜田　雅夫
喜田　初美
西口　鈴雄
前川みのる
上谷　　騰
亀岡　安郎
橋詰みなこ

畑野みちゑ
岡本キミヨ
柿原　　弘
黒田　重幸
北野　　剛
庄司　武雄
三澤いとゑ
山本　宣一
角所　好美

倭 文
津 井
市

志 知
灘

福 良
広 田
榎 列
福 良

松 帆
阿 万
倭 文
松 帆
沼 島
北阿万
福 良
伊加利
榎 列

86
86
86
85
98
93
89
87
99

94
81
61
83
80
81
96
81
92

11 月 ９ 日
11 月 ９ 日
11 月 ９ 日
11 月 ９ 日
11 月 ９ 日
11 月 ９ 日
11 月 10 日
11 月 10 日
11 月 10 日

11 月 10 日
11 月 11 日
11 月 13 日
11 月 13 日
11 月 14 日
11 月 14 日
11 月 14 日
11 月 14 日
11 月 15 日

死亡

～備えあれば憂い無し～

まで机の下に入り身を守る」「揺れが収まったら頭を守って避

難する」などを訓練してきました。防災頭巾は頭をすっぽりと

覆うことができるとともに、両手が自由に使えるため、より安全

に避難することが可能です。

　普段は、各児童の椅子に掛

けて、背もたれや座布団として

使用できるもので、いつも身近

に置くことができます。また、大

地震発生後の余震が心配され

るときには、登下校時も着用することも考えられますし、体育

館や運動場での授業に携行することも考えられます。

　各学校園所では、２学期から実施する防災訓練でその活

用を図り、より効果的な活用方法を研究しいます。児童・園児

には、自分の命を守る大切なものとして、大切に使うよう指導

しています。

問学校教育課　☎37-3018

親子で英語で遊ぼう！（１1月11日）



2223

まちかどトピックス

ま
ち
か
ど
ト
ピ
ッ
ク
ス

地
域
の
催
し
や
明
る
い
話
題
な
ど
が

ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
気
軽
に
広
報
係

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

☎
43
・
５
０
０
３（
情
報
課
）

2013.12.1発行
広報 

 
黄
綬
褒
章
を
受
章
　
坂
本
哲
也
さ
ん

フ
タ
バ
設
計 

代
表
取
締
役　

坂
本
哲
也
さ
ん　

　

寒
く
な
る
季
節
を
む
か
え
て
、

火
災
予
防
運
動
を
推
進
す
る
淡

路
広
域
消
防
と
淡
路
消
防
保
安
協

会
の
事
業
所
の
職
員
ら
が
、
家
庭

に
設
置
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る

「
住
宅
用
火
災
警
報
器
」
の
広
報

活
動
を
島
内
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
な
ど
で
行
い
ま
し
た
。

　

買
い
物
客
に
、
自
宅
に
設
置
し
て

い
る
か
な
ど
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取

り
な
が
ら
設
置
の
確
認
や
設
置
の

必
要
性
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

▲鶴澤友勇さん

▲まっぷをＰＲする岡本和幸さん（左）と、
　堀部るみ子さん ▲住宅用火災警報器の設置をＰＲする消防署職員（11月8日）

▲慶野松原で2日間開催されて賑わいました

淡
路
人
形
座　

鶴
澤
友
勇
さ
ん　

「
ふ
る
さ
と
探
訪
の
集
い
」
が
作
成
発
行

ジ
ェ
ッ
ト
ス
キ
ー
全
国
大
会
も
同
時
開
催
さ
れ
ま
し
た

淡
路
人
形
座
に
「
淡
路
人
形
浄
瑠
璃
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
Ｄ
Ｖ
Ｄ
」
贈
呈

 

ポ
ー
ラ
賞
を
受
賞
　
鶴
澤
友
勇
さ
ん
　

『
阿
万
を
歩
こ
う
散
策
ま
っ
ぷ
』 完
成

淡
路
島
バ
ー
ガ
ー
フ
ェ
ス
タ

三
原
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
が
Ｄ
Ｖ
Ｄ
贈
呈

　

国
の
貴
重
な
伝
統
文
化
の
継
承

に
貢
献
し
た
人
に
贈
ら
れ
る
「
第

33
回
伝
統
文
化
ポ
ー
ラ
賞
・
地
域

賞
」
を
淡
路
人
形
座
の
鶴
澤
友
勇

さ
ん
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

師
匠
の
義
太
夫
節
三
味
線
の
人

間
国
宝 

鶴
澤
友
路
さ
ん
も
平
成
８

年
に
同
賞
を
受
賞
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

友
勇
さ
ん
は
小
学
生
の
こ
ろ
か

ら
友
路
師
匠
に
浄
瑠
璃
を
習
い
、

高
校
時
代
は
郷
土
部
の
花
形
太
夫

と
し
て
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。
昭
和

60
年
に
淡
路
人
形
座
に
入
っ
て
か

ら
は
太
夫
と
し
て
活
躍
す
る
一
方
、

友
路
師
匠
か
ら
三
味
線
の
手
ほ
ど

　

阿
万
公
民
館
を
活
動
拠
点
と
す

る
「
ふ
る
さ
と
探
訪
の
集
い
（
岡
本

▲真野恭宏会長（左）から戎様に目録が手渡されました

お
め
で
と
う

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
　
広
報
活
動

淡
路
広
域
消
防
事
務
組
合
・
淡
路
消
防
保
安
協
会

ひ
ょ
う
ご
子
育
て
応

援
賞
表
彰

全
国
自
治
会
表
彰

原
　
　
　
孝
さ
ん（
福
良
）

県
自
治
会
表
彰

▲坂本哲也さん
　

坂
本
さ
ん
は
、
建
築
士

と
し
て
永
年
地
域
で
建
築

業
務
に
精
励
さ
れ
社
会
貢

献
に
尽
く
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

兵
庫
県
建
築
士
事
務
所

協
会
の
理
事
、
副
会
長
を

歴
任
さ
れ
、
阪
神
淡
路
大

震
災
で
は
、
直
後
か
ら
島
内

建
築
士
約
１
８
０
人
ら
と

　

秋
の
叙
勲
で
坂
本
哲
也
さ
ん

（
福
良
）
が
黄
綬
褒
章
を
受
章
さ

れ
ま
し
た
。

全
国
大
会 

準
優
勝

　

自
治
会
活
動
に
功
労
の
あ
っ
た

次
の
方
々
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

「
ふ
れ
あ
い
絵
画
教
室
子

ど
も
応
援
隊
」

岡
本
　
幸
枝
さ
ん（
洲
本
市
）

井
本
　
静
代
さ
ん（
洲
本
市
）

社
家
　
　
薫
さ
ん（
市
）

上
田
　
龍
司
さ
ん（
市
）

奈
良
　
正
博
さ
ん（
市
）

　

3
人
は
、
兵
庫
県
代
表
と
し

て
第
28
回
日
本
ペ
タ
ン
ク
選
手

権
大
会
（
10
月
12
日
、
13
日
・

山
梨
県
甲
府
市
）
に
出
場
。

　

全
国
か
ら
選
ば
れ
た
64
チ
ー

ム
が
参
加
し
た
な
か
で
、
み
ご

と
準
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。

▲左から、社家 薫さん、奈良正博さん、上田龍司さん

　

三
原
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
（
真
野

恭
宏
会
長
）
が
40
周
年
記
念
事
業

と
し
て
制
作
し
た
「
淡
路
人
形
浄
瑠

璃
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
Ｄ
Ｖ
Ｄ
」
を

淡
路
人
形
座
に
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　

淡
路
人
形
座
で
10
月
28
日
、
目

録
の
贈
呈
式
と
試
写
上
映
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
約
30
分
の
映
像
に
は
淡
路

人
形
座
の
公
演
活
動
や
淡
路
人
形

浄
瑠
璃
に
関
す
る
歴
史
的
資
料
が

盛
り
込
ま
れ
、
後
継
者
団
体
や
文

化
団
体
の
取
組
、
人
間
国
宝
鶴
澤

友
路
師
匠
と
竹
本
駒
之
助
師
匠
の

会
話
な
ど
が
収
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
南
あ
わ
じ
の
観
光
や
特

産
品
の
紹
介
も
あ
っ
て
、
淡
路
人
形

座
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
は
も
と

よ
り
、
淡
路
人
形
資
料
館
等
で
の
資

料
映
像
な
ど
に
幅
広
く
活
用
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

　

真
野
会
長
は
「
郷
土
の
宝
と
し

て
淡
路
人
形
浄
瑠
璃
は
広
く
Ｐ
Ｒ

が
必
要
。
こ
の
Ｄ
Ｖ
D
で
分
か
り
や

す
く
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
る
」

と
戎
様
に
目
録
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　

淡
路
人
形
座
か
ら
は
「
本
当
に
嬉

し
く
、
こ
れ
か
ら
い
ろ
ん
な
機
会
を
通

じ
て
活
用
し
て
、
よ
り
多
く
の
人
に
実

際
の
上
演
を
見
に
来
て
い
た
だ
け
る

よ
う
に
し
た
い
」
と
お
礼
の
言
葉
が
贈

ら
れ
感
謝
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

き
を
受
け
て
、
現
在
は
三
味
線
弾

き
を
中
心
に
舞
台
で
活
躍
さ
れ
て

い
ま
す
。
友
勇
さ
ん
は
、
師
匠
の

芸
を
よ
り
多
く
受
け
継
ご
う
と
座

員
で
つ
く
る「
若
葉
会
」を
主
宰
し
、

代
表
的
な
演
目
や
淡
路
島
で
人
気

の
あ
っ
た
演
目
を
稽
古
し
て
発
表

会
を
続
け
る
な
ど
、
淡
路
人
形
浄

瑠
璃
の
発
展
・
振
興
の
活
動
を
積

極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
三
原
中
学
校
郷
土
部
で

の
浄
瑠
璃
と
太
棹
三
味
線
の
指
導

な
ど
、
地
元
の
小
・
中
学
校
で
の

後
継
者
の
育
成
に
も
熱
心
に
取
り

組
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

淡
路
島
の
美
味
し
い
食
材
を

使
っ
た
自
慢
の
バ
ー
ガ
ー
を
販
売

す
る「
淡
路
島
バ
ー
ガ
ー
フ
ェ
ス
タ
」

が
10
月
26
日
と
27
日
、
慶
野
松
原

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

全
国
1
位
を
受
賞
し
た
「
あ
わ

じ
島
オ
ニ
オ
ン
ビ
ー
フ
バ
ー
ガ
ー
」

な
ど
、
淡
路
島
た
ま
ね
ぎ
や
レ
タ

ス
、
淡
路
牛
や
イ
ノ
ブ
タ
の
肉
を

使
っ
た
島
内
ご
当
地
バ
ー
ガ
ー
店

が
集
ま
っ
て
、
自
慢
の
バ
ー
ガ
ー
を

販
売
。
家
族
連
れ
な
ど
で
賑
わ
っ
て

長
蛇
の
行
列
が
で
き
て
い
ま
し
た
。

　

海
上
で
は
ジ
ェ
ッ
ト
ス
キ
ー
全

国
大
会
の
同
時
開
催
も
行
わ
れ
た

ほ
か
、
瓦
舞
台
で
は
淡
路
島
バ
ー

ガ
ー
の
Ｐ
Ｒ
を
目
的
に
結
成
さ
れ

た
ご
当
地
ア
イ
ド
ル
グ
ル
ー
プ
「
淡

路
島
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
ル
」
の
３
人
が

新
曲
を
披
露
し
ま
し
た
。

家
屋
倒
壊
の
危
険
度
を
判
定
す
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
中
心
と
し
て
指

揮
さ
れ
た
ほ
か
、
東
日
本
大
震
災
で

和
幸
代
表
）」
が
、
地
域
に
点
在
す

る
史
跡
や
社
寺
な
ど
を
地
図
と
い

う
形
で
書
き
留
め
た
「
阿
万
を
歩

こ
う
散
策
ま
っ
ぷ
」
を
発
行
し
ま
し

た
。
5
百
部
を
作
成
し
て
小
学
校

や
自
治
会
等
に
配
布
さ
れ
ま
し
た
。

　

発
行
に
携
わ
っ
た
堀
部
る
み
子
さ

ん
は
「
ま
っ
ぷ
を
使
っ
て
、
授
業
や
子

ど
も
会
、
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
等
の
活

動
に
役
立
て
て
も
ら
う
ほ
か
、
家
族

で
散
策
し
て
楽
し
ん
で
も
ら
い
た
い
」

と
話
し
て
い
ま
す
。

は
、
弁
護
士
や
土
地
家
屋
調
査
士
な

ど
県
内
専
門
家
グ
ル
ー
プ
の
一
員
と

し
て
現
地
に
赴
き
、
家
屋
の
危
険
性

に
つ
い
て
被
災
者
の
相
談
に
奔
走
さ

れ
ま
し
た
。

　

被
災
地
の
現
場
経
験
か
ら
、
耐
震

の
重
要
性
を
あ
ら
た
め
て
痛
感
さ

れ
た
坂
本
さ
ん
は
、
島
内
工
務
店
と

「
安
全
・
安
心
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の

連
携
し
た
取
組
を
行
っ
て
、
家
屋
の

診
断
補
強
を
進
め
て
い
ま
す
。　
　

　

今
後
も
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
に

備
え
「
耐
震
を
進
め
て
一
軒
で
も
多

く
地
震
に
強
い
家
屋
を
増
や
し
て
い

き
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

◆
兵
庫
県
連
合
自
治
会
長
表
彰

桝
尾
　
正
明
さ
ん（
灘
）

丸
本
　
之
一
さ
ん（
灘
）

濱
口
　
和
久
さ
ん（
灘
）

　

南
あ
わ
じ
市
で
絵
画
指
導
等

の
活
動
を
さ
れ
て
い
る
グ
ル
ー

プ
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

地
域
活
動
の
推
進
と
住
民
自

治
の
振
興
発
展
に
大
き
く
寄
与

さ
れ
た
功
績
が
認
め
ら
れ
原 

孝

さ
ん
が
全
国
自
治
会
連
合
会
会

長
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

◆
全
国
自
治
会
連
合
会
会
長
表
彰

◆
第
28
回
日
本
ペ
タ
ン
ク
選

手
権
大
会  

準
優
勝

◆
兵
庫
県
自
治
賞

林
　
　
則
幸
さ
ん（
灘
）

◆
ひ
ょ
う
ご
子
育
て
応
援
賞
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西淡湊SS～御原中～清水
商業高～筑波大～清水エ
スパルス～セレッソ大阪

西淡湊SS～御原中～滝川
第二高～ガンバ大阪～ア
ビスパ福岡～ヴァリエンテ
富山～Mioびわこ草津～タ
イ／カスタムズFC

西淡津井SS～辰美中～滝
川第二高～横浜フリューゲ
ルス～横浜Ｆマリノス～柏
レイソル～大宮アルディー
ジャ～横浜Ｆマリノス

西淡津井SS～辰美中～清
水商業高～筑波大～ヴィッ
セル神戸～徳島ボルティ
ス～栃木SC～ソニー仙台

西淡津井SS～辰美中～
滝川第二高～ヴィッセル
神戸

西淡湊SS～御原中～清
水商業高～名古屋グラン
パス

西淡湊SS～御原中～滝
川第二高～セレッソ大阪
～大分トリニータ～FC東
京～ガンバ大阪

福良FC～南淡中～三原高
～阪南大学～サンフレッ
チェ広島～バガルタ仙台～
東京ヴェルディ1969～ファ
ジアーノ岡山～ザスパ草津

五色FCjr～五色FC～神
戸弘陵高～ヴィッセル神
戸～新潟Ｓ～JSC～アル
テ高崎～ザスパ草津～グ
ルージャ盛岡

淡路レディースサッカー
クラブ（西淡FCジュニア）
～御原中～啓明学院高～
元・岡山湯郷ベル

淡路レディースサッカー
クラブ（西淡FCジュニア）
～御原中～日ノ本学園高
～ＴＥＰＣＯマリーゼ～浦和
レッズレディース～べガ
ルタ仙台レディース

淡路レディースサッカー
クラブ（松帆FC）～御原中
～三原高～バニーズ京都
SC

淡路レディースサッカー
クラブ（ミラクルFC～西
淡FCジュニア）～青雲中
～日ノ本学園高～FC吉備
国際大学Charme

◆花崎玲奈さん

◆興津大三さん ◆木場昌雄さん ◆波戸康広さん

◆波戸善行さん ◆谷池洋平さん ◆山口博匡さん

◆加地　亮さん ◆松浦宏治さん ◆土井良太さん

◆道上愛子さん

　     　（旧姓：安冨）

【淡路島出身 なでしこリーグ選手】
◆田原のぞみさん ◆武田ありささん

淡路島ドリームサッカーフェスタ２０１４ が開催されます！

日時  平成26年1月4日（土）

　淡路サッカー協会（西中英伸会長）の主催で、島内出身の13人の選手・元選手と連携しながら、淡路島から新た
なＪリーガーや世界に羽ばたく選手を育てていこうというものです。11月1日に記者発表が行われ、南あわじ市
出身の元Jリーガーで現在、清水エスパルスでスカウト統括に携わる興津大三さんは、「自分たちが育った郷土の
子どもたちにプロになる夢を与えてあげたい。子どもたちのレベルに合わせた指導や、勝つことへのこだわりを
子どもたちに伝えていきたい」と意気込みを話しました。 また、一過性でなく継続した開催をしていくことや、定期
的なサッカー教室や若手指導者の育成など、さまざまな取り組みを計画して実施していきたいと話しました。

◆これまで淡路島からJリーガー９人、なでしこリーグ4人の総勢13人が誕生しています。
　特に南あわじ市出身の人たちが多く、サッカーを通じて培ったものを伝えて、未来ある子どもたちのために、

　そして、淡路島の地域活性につながる活動を進めていきたいと話しています。

場所  アスパ五色（洲本市）

指導対象  小学生、中学生、高校生（サッカーチーム所属選手）
内容  淡路島出身Jリーガー及び、なでしこリーグ選手によ     
        るサッカー指導
主催  淡路サッカー協会

午前８時～午後５時

【淡路島出身 Jリーガー】

問淡路サッカー協会（Eメール　awaji-fa＠sumoto.gr.jp ）

※参加無料

　淡路島出身のJリーガーや元Jリーガーらが集まって、島内
の小・中・高生に直接サッカー指導を行う「淡路島ドリームサッ
カーフェスタ２０１４」が、来年1月4日にアスパ五色（洲本市）で
開催されます。

　 ▲記者発表を行った西中英伸会長（左）と興津大三さん


